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★�あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい

方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

今月の「題字」
   　小学校  ５年    結

ゆ い な

菜  さん

　今月の題字を書いてくれたのは、小
学校に通う結菜さんです。
　「題字は横書きで、バランス良く書
くことが特に難しかった」と話してく
れた結菜さん。1年生の終りから習字
を習い始めました。また小学校では金
管バンドに所属しているそうで、5年
生になった今はトロンボーンを担当し
ているとのこと。「楽譜を覚えるのは
難しいし、練習も大変だけど、様々な
イベントに参加できるのでとても楽し
いです」と笑顔で話してくれました。
　犬が大好きで、多くの犬に触れ合え
ることから将来の夢はトリマー（ペッ
トの美容師）だそうです。夢に向かっ
て頑張ってくださいね。
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リサイクル率76.3％

７年連続の日本一！
（H23 年度　全国の市と比較した場合。町村は除く）

「混ぜればごみ　分ければ資源」

６月の「環境月間」に合わせて、

志布志市に住む皆さんの、日本一の取り組み と

志布志市の現状を再確認！

生きビン
茶色ビン
無色透明ビン
その他の色のビン
蛍光灯類
乾電池等
スプレー缶・カセットボンベ
雑金属（金属製フタ、鍋、やかん等）
割りばし、串等（竹製・木製）
陶器類
小型家電
古着・布類
ダンボール
新聞紙・チラシ
雑誌・雑古紙
コピー用紙
紙パック
紙箱・包装紙
シュレッダー紙
その他の紙製容器・包装紙・袋
空き缶
ペットボトル
プラスチック類
廃食油
生ごみ
一般ごみ
粗大ごみ 以上 分別 27 品目

今月の読者プレゼント

　今月の読者プレゼントは、若潮
酒造株式会社から「さつま若潮・

黒若潮（900ml）２本セット」を

５人の方にプレゼントします。詳
しくは 25 ページをご覧ください！

「若潮・黒若潮  ２本セット」

熊本国税局酒類鑑評会

11 年 連 続
入 賞
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特集：日本一の取り組み「混ぜればごみ　分ければ資源」

志
布
志
市
の
『
ご
み
』
の
行
方

　

志
布
志
市
に
は
、
ご
み
焼
却
施

設
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

全
て
の
ご
み
を
埋
立
処
分
し
て
き

ま
し
た
。
ご
み
埋
立
施
設
で
あ
る

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
通
称

「
清
掃
セ
ン
タ
ー
」）
は
、
有
明
町

野
神
の
沢
津
ヶ
峰
に
建
設
さ
れ
、

平
成
２
年
か
ら
旧
有
明
町
、
旧
志

布
志
町
、
大
崎
町
の
供
用
で
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
松
山

町
・
志
布
志
町
・
有
明
町
が
合
併

し
、志
布
志
市
が
誕
生
。
現
在
は
、

志
布
志
市
内
で
発
生
す
る
一
般
ご

み
を
全
て
埋
め
立
て
て
い
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
延
命
の
カ
ギ
は
？

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
埋
立
容
量
は

72
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
建
設
当

時
の
計
算
で
は
、
15
年
間
で
埋
立

容
量
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
計
算
で
は
、
平
成
16

年
度
ま
で
に
施
設
は
埋
立
ご
み
で

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
新
た
な
施
設
の
建
設
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
施
設
の

建
設
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
り

ま
す
。
ま
た
、
施
設
を
建
設
す
る

場
所
も
探
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
直
面
す

る
前
に
、
こ
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
を

よ
り
長
く
使
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
関

係
者
で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
に
埋
め
立
て
る
ご
み

の
量
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

分
別
収
集
・
資
源
化
ス
タ
ー
ト
！

　

ま
ず
は
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
が
施
行
さ
れ
た
平
成
12
年
か
ら

本
格
的
に
ご
み
の
分
別
収
集
・
資

源
化
を
ス
タ
ー
ト
。
平
成
16
年
度

か
ら
は
生
ご
み
の
分
別
収
集
・
堆

肥
化
も
は
じ
め
、
今
年
４
月
か
ら

は
小
型
家
電
の
分
別
収
集
を
本
格

実
施
し
、
現
在
で
は
27
品
目
の
ご

み
の
分
別
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
分
別
収
集
さ
れ
た
ご
み

は
、
一
般
ご
み
と
一
部
の
粗
大
ご

み
を
除
き
、
す
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル

（
再
資
源
化
・
再
利
用
）
を
行
い
、

資
源
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

『
面
倒
く
さ
い
』
の
先
に
は
…

　

こ
の
よ
う
な
ご
み
の
分
別
・
資

源
化
の
取
り
組
み
の
結
果
、
平
成

16
年
度
以
降
の
埋
立
ご
み
量
は
、

平
成
10
年
度
と
比
較
し
、
８
割
以

上
の
削
減
に
成
功
。
さ
ら
に
数
年

前
の
埋
立
残
余
量
調
査
で
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
は
あ
と
30
年
以
上
に
わ

た
り
、
ご
み
の
埋
め
立
て
が
可
能

と
の
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
ご
み
を
埋
め
立
て
な

い
こ
と
か
ら
、
ご
み
に
よ
る
悪
臭

の
発
生
を
抑
制
し
、
カ
ラ
ス
や
ハ

エ
な
ど
の
害
獣
・
害
虫
に
よ
る
被

害
が
激
減
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
分
別
を
行
う
こ

と
で
埋
立
ご
み
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
延
命
化
・

衛
生
面
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
埋
め
立
て
て
し
ま
え

ば
た
だ
の
「
ご
み
」
で
す
が
、
分

別
す
れ
ば
そ
れ
が
「
資
源
」
と
な

り
、
市
に
大
き
な
収
益
を
も
た
ら

し
ま
す
。

【写真】
��①�有明町野神にある一般廃棄物最終

処分場（通称「清掃センター」）
②・③�清掃センターでの埋め立ての

様子。リサイクルできる『資源』
以外の物が集められる。

『
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
』

              

面
倒
な
27
品
目
の
仕
分
け
と
、
そ
の
理
由
。

高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率

　

環
境
省
は
毎
年
、
市
町
村
の
一

般
廃
棄
物
に
つ
い
て
実
態
調
査
を

行
い
、
こ
の
調
査
の
な
か
で
、
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
集
計
し
て

い
ま
す
。

　

例
年
、
環
境
省
が
そ
の
全
国
の

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
公
表
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
23
年
度
の
志
布

志
市
の
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

76
・
３
％
で
し
た
。
全
国
平
均

20
・
４
％
と
い
う
な
か
で
、
志
布

志
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
非
常
に

高
い
値
で
あ
り
、
全
国
の
市
で
は

７
年
連
続
１
位
を
達
成
し
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
高
い
リ
サ
イ
ク
ル

率
を
維
持
で
き
て
い
る
こ
と
は
、

市
の
方
針
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み　

分

け
れ
ば
資
源
」
の
も
と
、
ご
み
の

分
別
収
集
・
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
の
取
り
組
み
に
、
市
民
の
皆

様
が
協
力
し
て
く
だ
さ
る
結
果
で

あ
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

仕
分
け
さ
れ
た
『
ご
み
』

　

ご
み
は
、
処
理
す
る
た
め
に
費

用
が
掛
か
り
ま
す
。
一
般
ご
み
は

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
埋
立
処
分
し
て

い
ま
す
が
、
埋
め
立
て
に
係
る
費

用
は
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、生
ご
み
は
草
木
と
混
合
し
、

堆
肥
化
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
堆
肥
化
処
理
に
係
る
費
用
も

市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
缶
、
新
聞
紙
な
ど
の

資
源
ご
み
の
ほ
と
ん
ど
は
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
な
ど
に
売
却
さ
れ
、
そ

の
売
却
益
は
市
の
収
益
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
資
源

ご
み
売
却
益
は
約
１
３
０
０
万

円
で
、
売
却
益
の
一
部
の
約

７
０
０
万
円
を
市
衛
生
自
治
会
か

ら
各
単
位
衛
生
自
治
会
へ
「
分
別

報
奨
金
」
と
し
て
、
市
民
の
皆
様

に
還
元
し
ま
し
た
。

　

分
別
・
洗
浄
が
徹
底
さ
れ
た
資

源
ご
み
は
、
資
源
物
と
し
て
の
価

値
が
高
く
、
高
値
で
売
却
さ
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
結
果
、
志
布
志
市
の
資
源

ご
み
は
、
他
の
自
治
体
か
ら
排
出

さ
れ
る
資
源
ご
み
と
比
べ
る
と

「
き
れ
い
」「
異
物
が
少
な
い
」
と

言
わ
れ
、
比
較
的
高
値
で
取
引
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

資
源
ご
み
の
売
却
益
は
、
市
の

貴
重
な
財
源
で
す
。
引
き
続
き
、

市
の
環
境
施
策
に
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

『
リ
サ
イ
ク
ル
率
76
・
３
％
』

             

全
国
の
市
の
中
で
は
７
年
連
続
の
１
位
。

（ｔ）
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■リサイクルされたごみ　　■埋め立てごみ

埋め立てゴミ 80 ％減！

分別収集開始
19 品目

生ごみ分別
収集開始

リサイクル率 76.3%（H23 年度）
平成 17 年度から７年連続「市」では全国第 1 位

（年度）

『ごみ』ではない！
 大切な『資源』です

売却益は約 1,300 万円。

志布志市のごみの推移

圧縮・梱包されたペットボトル

①

②③
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注
目
さ
れ
る
取
り
組
み　

　

こ
の
よ
う
な
ご
み
分
別
に
よ

る
埋
立
ご
み
の
削
減
の
取
り
組

み
、
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
維

持
な
ど
の
志
布
志
市
の
環
境
政

策
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外

か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
国
内
自
治
体
職
員
や

議
会
議
員
な
ど

の
16
団
体
、
海

外
か
ら
も
３
団

体
の
視
察
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旅
行

会
社
に
よ
る
志

布
志
市
の
環
境

を
学
ぶ
ツ
ア
ー

も
企
画
・
実
施

さ
れ
、
環
境
政
策
を
通
じ
志
布

志
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
23
年
度
か
ら

草
の
根
技
術
協
力
事
業
（
地
域

提
案
型
）「
フ
ィ
ジ
ー
を
中
心

と
し
た
大
洋
州
に
お
け
る
志
布

志
市
ご
み
分
別
モ
デ
ル
の
推

進
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
８
月
に
は
、
フ
ィ

ジ
ー
国
の
自
治
体
で
廃
棄
物
管

理
を
行
っ
て
い
る
担
当
者
が
本

市
を
訪
れ
、
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
志
布
志
市
の
市
民
に
よ
る

分
別
の
取
組
み
、
廃
棄
物
中
間

処
理
施
設
や
最
終
処
分
場
、
堆

肥
化
処
理
施
設
を
視
察
し
、
さ

ら
に
廃
棄
物
処
理
施
設
で
実
際

に
働
く
職
場
体
験
も
行
い
ま
し

し
た
。

　

そ
し
て
11
月

に
は
、
フ
ィ

ジ
ー
国
へ
志
布

志
市
の
廃
棄
物

管
理
の
専
門
家

を
派
遣
し
、
自

治
体
で
の
住
民

説
明
会
、
廃
棄

物
関
連
施
設
の

視
察
、
フ
ィ
ジ
ー
国
廃
棄
物
担

当
者
が
集
ま
っ
た
「
３
Ｒ
セ
ミ

ナ
ー
」
に
参
加
し
、「
志
布
志

モ
デ
ル
（
※
）」
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

※�

「
志
布
志
モ
デ
ル
」
と
は
、

焼
却
な
し
で
ご
み
を
分
別

し
、
埋
立
ご
み
を
減
ら
す
共

生
協
働
の
先
進
的
な
取
り
組

み
の
こ
と
で
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　　

評
価
さ
れ
る
取
り
組
み
の
一

方
で
、
ご
み
の
分
別
間
違
い
や

汚
れ
た
ま
ま
出
す
な
ど
の
違
反

ご
み
、路
上
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
、

山
中
へ
の
不
法
投
棄
な
ど
の
事

例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
残
念

な
が
ら
市
内
に
は
こ
の
よ
う
な

現
場
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
１
、
第
３
土

曜
日
に
実
施
し
て
い
る
市
営
駐

車
場
で
の
資
源
ご
み
集
合
収
集

で
の
不
法
投
棄
も
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
不
法

投
棄
を
抑
制
・
防
止
す
る
た
め

に
、
不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
の

設
置
や
資
源
ご
み
集
合
収
集
時

の
立
ち
会
い
、
環
境
パ
ト
ロ
ー

ル
員
に
よ
る
市
内
巡
回
、
見
回

り
の
強
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
物
を
調
査

し
原
因
者
が
発
覚
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
原
因
者
に
撤
去
・
適

正
処
理
を
行
う
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
。
ま
た
警
察
と
連
携
し

た
厳
し
い
指
導
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
不

法
投
棄
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い

よ
う
に
、
市
で
は
引
き
続
き
対

策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

分
別
間
違
い
の
例

　

ま
た
、
資
源
ご
み
に
混
入
さ

れ
た
分
別
間
違
い
ご
み
も
多

く
、
毎
月
約
６
５
０
kg
も
の
間

違
い
ご
み
の
混
入
の
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。
特
に
、
資
源
ご

み
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
間
違

い
ご
み
の
混
入
が
多
い
よ
う
で

す
。
こ
こ
で
間
違
い
の
多
い
ご

み
を
紹
介
し
ま
す
。

国
内
外
か
ら
高
い
評
価

 
「
志
布
志
モ
デ
ル
（
※
）」
が
世
界
へ
。

それでも…
あとを絶たない不法投棄

高評価の一方でこのような現状も。
こんなにひどい不法投棄の現状も、同じ市内です。

山林などへの不法投棄に加え、第１、第３土曜日に市営駐車場で実施
している集合収集での不法投棄も増加！

対策 →  不法投棄監視カメラの設置・見回りの強化

← 次のページへ！
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写
真
①
、
②
は
、
資
源
ご
み

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
混
入
さ

れ
た
一
般
ご
み
の
例
で
す
。

　

バ
ッ
グ
（
布
製
・
革
製
な

ど
）、雨
具
（
カ
ッ
パ
、傘
、ヤ
ッ

ケ
な
ど
）、
履
物
（
ス
リ
ッ
パ
、

シ
ュ
ー
ズ
、
革
靴
な
ど
）、
ゴ

ム
手
袋
な
ど
の
一
般
ご
み
が
混

入
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
③
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
混
入
さ
れ
た
資
源
ご
み
（
紙

類
）
の
例
で
す
。
特
に
多
い
の

が
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
ッ
プ
め

ん
の
紙
容
器
と
そ
の
フ
タ
で

す
。
カ
ッ
プ
め
ん
の
容
器
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
と
紙

製
の
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
で
確
認
し

て
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

確
実
な
ご
み
出
し
の
た
め
に

　

本
市
は
、
市
衛
生
自
治
会
を

設
立
し
、
確
実
な
ご
み
出
し
の

た
め
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
加
入

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
志
布
志
市
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
の
中
で
「
市
民

の
責
務
」
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
衛
生
自
治
会
加
入
者

み
ん
な
で
協
力
し
あ
い
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
姿
勢
を
ベ
ー
ス

に
、
各
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
、
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
・
収
集
日
・
時
間

に
ご
み
出
し
を
行
い
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
共
同
分
別

収
集
に
参
加
し
、
協
力
員
の
分

別
指
導
や
各
単
位
衛
生
自
治
会

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ル

を
厳
守
し
て
収
集
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

行
動
の
基
準
は
「
環
境
に
や

さ
し
い
か
」

　

ご
み
の
洗
浄
・
乾
燥
・
分
別

は
面
倒
く
さ
い
こ
と
で
す
が
、

志
布
志
市
の
豊
か
な
自
然
環
境

を
次
の
世
代
に
残
す
た
め
に
、

今
生
き
て
い
る
私
た
ち
が
取
組

ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ

ば
資
源
」。
今
一
度
、
日
々
の

生
活
を
振
り
返
り
、
私
た
ち
が

暮
ら
す
地
域
の
環
境
だ
け
で
な

く
、
地
球
環
境
に
負
荷
を
か
け

な
い
生
活
、
環
境
に
や
さ
し
い

生
活
を
各
家
庭
で
取
り
組
む
こ

と
で
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

→
→

資源ごみの紙類で
分別して出します

資 源 ご み の プ ラ ス
チックで出します

プラスチック製
容器包装のマーク

紙製容器
包装のマーク

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ご

み
の
全
体
量
は
若
干
増
加
傾
向

で
す
の
で
、
ご
み
そ
の
も
の
を

減
ら
す
取
組
み
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
引
き
続

き
、市
民
の
皆
さ
ん
と
の
共
生
・

協
働
に
よ
る
ご
み
の
分
別
、
資

源
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
際
貢
献
と
し
て
は
、
現
在

実
施
し
て
い
る
草
の
根
技
術
協

力
事
業
が
本
年
度
で
終
了
し
ま

す
が
、
こ
の
事
業
は
概
ね
成
果

が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
フ
ィ
ジ
ー
国
で
の
生
ご
み

コ
ン
ポ
ス
ト
の
実
施
な
ど
「
志

布
志
モ
デ
ル
」
が
少
し
ず
つ
で

す
が
普
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
フ
ィ
ジ
ー
国
で
の
取
組
み

が
大
洋
州
各
国
に
波
及
し
て
い

る
な
ど
、
廃
棄
物
を
取
り
巻
く

環
境
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
更
な
る
支
援
の
要
望
の

声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
的
・
技
術
的
に
ご
み
焼

却
施
設
の
導
入
が
困
難
で
、
新

た
な
埋
立
処
分
場
の
建
設
が
難

し
い
島
国
の
廃
棄
物
管
理
に
お

い
て
、
本
市
が
取
り
組
ん
で
き

た
廃
棄
物
管
理
手
法
が
、
大
洋

州
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ご
み
減

量
化
の
取
組
み
に
合
致
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
サ
モ
ア

国
及
び
バ
ヌ
ア
ツ
国
を
対
象
と

し
た
廃
棄
物
管
理
支
援
案
件
を

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
へ
提
案
し
ま
し
た
。

現
在
、そ
の
提
案
は
審
査
中
で
、

採
択
に
な
れ
ば
、
今
年
度
か
ら

事
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

志
布
志
市
は
引
き
続
き
、
大

洋
州
の
廃
棄
物
管
理
支
援
を
実

施
し
、「
志
布
志
モ
デ
ル
」
を

世
界
へ
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

市
民
環
境
課　

環
境
政
策
室

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
１
３
３
）

今
後
の
取
組
み
と
課
題

    

目
指
す
べ
き
方
向
性
と
国
際
貢
献
。

③ ②

①
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岡
山
県
の
中
学
生
が
茶
摘
み
体
験
！

　

5
月
14
日
、
岡
山
県
倉
敷
市
の
中
学
生

35
名
が
、修
学
旅
行
で
志
布
志
市
を
訪
れ
、

堀
口
製
茶
（
有
明
町
）
の
茶
畑
で
茶
摘
み

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

茶
葉
の
摘
み
方
を
教
わ
っ
た
生
徒
た
ち

は
一
斉
に
散
ら
ば
り
、
茶
摘
み
に
夢
中
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
後
に
は
、
新
茶
尽
く
し
の
お
弁
当

や
抹
茶
ケ
ー
キ
も
振
る
舞
わ
れ
、
大
満
足

の
様
子
で
し
た
。
生
徒
た
ち
は
「
岡
山
で

は
出
来
な
い
体
験
ば
か
り
。
特
に
茶
摘
み

が
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
受
け

入
れ
を
行
っ
た
「
志
」
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
整
備

し
、
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

貴重な体験に大満足の様子でした

志布志の歴史に触れることができます！

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
開
館　

　

４
月
24
日
、
志
布
志
市
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
開
館
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た

建
物
を
増
改
築
し
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
持

つ
施
設
と
し
て
、
新
た
に
開
館
し
た
も
の

で
す
。

　

館
内
に
は
、
市
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
品
々
を
展
示
し
、
志
布
志
市
の
歴
史
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
志
布
志
城
跡
の
模
型
や
原
田
地

下
式
横
穴
墓
の
軽
石
製
石
棺
、
有
明
町
土

橋
か
ら
出
土
し
た
銅
矛
の
レ
プ
リ
カ
な

ど
、
約
３
０
０
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

●��

開
館
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

●�

休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
し
、
翌
日
休
館
）

人
権
の
花
運
動
開
校
式

　

５
月
９
日
、
原
田
小
学
校
で
人
権
の
花

運
動
の
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
小
学
生
が
花
を
育
て
る
こ

と
に
よ
り
優
し
い
心
や
思
い
や
り
の
心
を

持
ち
、
相
手
の
立
場
、
相
手
の
身
に
な
っ

て
考
え
、
行
動
し
、
感
謝
す
る
こ
と
で
人

権
を
尊
重
す
る
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

開
校
式
で
は
人
権
擁
護
委
員
の
春
日
敏

彦
さ
ん
が
挨
拶
を
し
た
あ
と
、
同
運
動
の

プ
レ
ー
ト
と
、
人
権
の
花
で
市
の
花
で
も

あ
る
ひ
ま
わ
り
の
種
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
『
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
と
あ
ゆ
み
ち
ゃ

ん
』
も
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び

で
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

ひわまりを育てて思いやり溢れる学校に！

まちの

話 題 しぶし TOPICS

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
の
た
め
に

　

５
月
12
日
、
ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
一
帯

の
砂
浜
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
山
町
在
住
で
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
に
積

極
的
に
取
り
組
む
岩
下
梓
さ
ん
が
活
動
を

呼
び
か
け
、
当
日
は
鹿
児
島
大
学
と
宮
崎

大
学
の
ウ
ミ
ガ
メ
研
究
会
や
、
ビ
ー
チ
の

清
掃
活
動
を
行
う
民
間
団
体
な
ど
約
30
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

岩
下
さ
ん
は
８
年
前
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
保

護
活
動
を
一
人
で
開
始
。
現
在
で
は
県
内

外
に
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
「
ダ
グ
リ
岬
の
砂
浜
に
は
年
間
10
頭
近

く
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
に
来
ま
す
。
初
夏

は
産
卵
の
ピ
ー
ク
な
の
で
、
海
で
遊
ぶ
人

は
ご
み
を
浜
に
埋
め
た
り
せ
ず
、
必
ず
持

ち
帰
っ
て
欲
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 軽トラック 1 台に一杯のごみを拾いました！

教
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

　

５
月
１
日
、
永
年
に
わ
た
る
本
県
学
校

教
育
の
充
実
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
小
迫

金
男
さ
ん
に
瑞
宝
双
光
章
が
贈
ら
れ
、
そ

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
迫
さ
ん
は
昭
和
60
年
３
月
、
垂
水
市

立
牛
根
中
学
校
長
で
退
職
さ
れ
る
ま
で
、

40
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
教
育
職
員
と
し

て
勤
務
さ
れ
、
ま
た
退
職
後
も
昭
和
61
年

４
月
か
ら
平
成
２
年
６
月
ま
で
志
布
志
町

教
育
委
員
会
社
会
教
育
指
導
員
を
務
め
ら

れ
、
社
会
教
育
団
体
の
育
成
や
生
涯
学
習

の
推
進
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
伝
達
式
と
併
せ
て
、
小
迫
さ
ん
か

ら
は
住
民
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
市
に
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。
温
か
い

志
に
感
謝
し
ま
す
。

新
規
就
農
支
援
金
目
録
交
付
式

　

将
来
の
農
業
を
担
う
、
意
欲
あ
る
人
材

の
育
成
・
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

新
規
就
農
者
と
し
て
認
め
ら
れ
、
１
年
経

過
し
た
方
に
新
規
就
農
者
支
援
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
平
成
24
年
度

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
初
め
て
の
目
録

交
付
式
が
４
月
23
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
目
録
を
交
付
さ
れ
た
方
は
、
永

吉
芳
彦
さ
ん
（
甘
藷
や
大
根
等
の
生
産
）、

福
末
志
穂
さ
ん
、
福
末
美
穂
さ
ん
（
お
茶

の
生
産
）
の
３
名
で
す
。

　

式
の
中
で
、
市
長
か
ら
「
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉
参
加
な

ど
大
変
厳
し
い
状
況
。
農
業
に
対
す
る
熱

い
思
い
を
成
就
し
て
い
た
だ
き
、
本
市
の

農
業
の
発
展
に
向
け
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 市内で初めて就農支援金を交付された３名

特に、体育振興とＰＴＡ活動の活性化に貢献されました

地元で愛される、地元に密着した焼酎が受賞！

市
内
メ
ー
カ
ー
2
社
、
優
等
賞
受
賞

　

熊
本
国
税
局
が
主
催
す
る
「
平
成
25

年
酒
類
鑑
評
会
」
に
お
い
て
、
若
潮
酒

造
株
式
会
社
の
「
さ
つ
ま
黒
若
潮
」
と

「
さ
つ
ま
若
潮
」、
丸
西
酒
造
合
資
会
社
の

「
蔵く
ら
い
ち壹
」
が
、
原
料
特
性
を
活
か
し
た
上

品
な
酒
質
と
優
秀
な
製
造
技
術
を
評
価
さ

れ
、
見
事
優
等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
賞
し
た
蔵
元
の
若
潮
酒
造
株

式
会
社
の
東
條
真
徳
さ
ん
、
丸
西
酒
造
合

資
会
社
の
田
村
崇
さ
ん
も
併
せ
て
表
彰
さ

れ
、
そ
の
受
賞
報
告
の
た
め
4
月
30
日
、

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

若
潮
酒
造
株
式
会
社
は
11
年
連
続
の
同

賞
受
賞
、
丸
西
酒
造
合
資
会
社
は
初
め
て

の
受
賞
と
な
り
、
厳
し
い
入
賞
率
の
中
、

志
布
志
市
内
か
ら
２
社
３
銘
柄
が
優
等
賞

を
受
賞
す
る
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

大
隅
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
が
完
成

　

５
月
15
日
、
鹿
児
島
市
の
㈱
南
和
が
建

設
し
て
い
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
大

隅
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
（
有
明
町
野
神
）
が

完
成
し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
企
業
や
自
治
体
向
け
に
電
力
を

販
売
す
る
特
定
規
模
電
気
事
業
者
（
新
電

力
）
と
し
て
県
内
初
の
認
可
を
受
け
て
お

り
、
今
回
通
電
を
開
始
す
る
同
施
設
は
、

出
力
1.4
メ
ガ
ワ
ッ
ト
で
年
間
１
５
０
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
時
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

竣
工
式
に
は
関
係
者
約
40
人
が
出
席

し
、同
社
の
川
畑
英
樹
代
表
取
締
役
は「
今

後
は
県
内
の
企
業
へ
電
力
の
供
給
を
行

い
、
南
九
州
唯
一
の
新
電
力
と
し
て
、
電

力
の
地
産
地
消
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
式
典
で
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

環境にやさしい自然エネルギーが供給されます

まちの

話 題しぶし TOPICS
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妊
婦
・
乳
児
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

　

５
月
28
日
、
宇
都
中
学
校
３
年
の
生
徒

45
名
が
「
ふ
れ
愛
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
、

妊
婦
・
乳
児
と
ふ
れ
あ
い
、
命
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ふ
れ
愛
セ
ミ
ナ
ー
」
は
妊
婦
や

乳
児
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
り
生
命
の
尊
さ

を
認
識
し
、
将
来
の
母
性
、
父
性
の
形
成

を
支
援
す
る
こ
と
等
を
目
的
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
寝
返
り
な
ど
の
赤

ち
ゃ
ん
の
動
き
や
抱
き
方
な
ど
初
め
て
知

る
こ
と
が
多
か
っ
た
」、「
最
初
は
緊
張
し

た
け
ど
、
慣
れ
て
き
た
ら
ど
ん
ど
ん
か
わ

い
く
な
っ
た
。抱
っ
こ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

ず
っ
し
り
し
た
感
じ
に
命
の
重
み
を
感
じ

た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

命の大切さを触れ合いながら肌で感じたようです

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
立
地
協
定
式

　

５
月
27
日
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の

立
地
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
と
立
地
協
定
を
結
ん
だ
の
は
株
式
会

社
志
布
志
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
（
城
野
正

明
代
表
取
締
役
・
鹿
児
島
市
）
で
、
総
事

業
費
16
億
円
を
か
け
、
志
布
志
町
志
布
志

（
大
黒
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
跡
地
）
の
約
８
・
９

㌶
の
用
地
に
３
万
20
枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
、
約
１
５
０
０
世
帯
の
年
間
電
力

使
用
量
に
相
当
す
る
６
２
５
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
を
発
電
す
る
予
定
で
す
。

　

式
で
は
同
社
の
城
野
正
明
代
表
取
締
役

が
「
志
布
志
市
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ

う
、
完
成
後
は
安
心
・
安
全
な
運
用
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
６
月
か
ら
工
事
に
着
工
し
、
来
年

の
３
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

低炭素社会の実現を目指します！

海
外
協
力
隊
と
し
て
現
地
で
活
躍
！

　

５
月
15
日
、
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
平

成
23
年
４
月
か
ら
２
年
間
活
躍
さ
れ
た
、

末
永
雅
雄
さ
ん
と
有
野
樹
理
さ
ん
が
市
役

所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
剣
道
を
指
導
す
る
末

永
さ
ん
は
「
最
初
は
現
地
の
方
の
体
格
の

良
さ
に
驚
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
て
指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
半
年
間
、

現
地
で
の
指
導
を
続
け
る
そ
う
で
す
。

　

管
理
栄
養
士
と
し
て
マ
ラ
ウ
ィ
共
和
国

の
地
方
県
病
院
で
院
内
の
環
境
改
善
や
治

療
食
の
提
供
、
栄
養
失
調
児
・
妊
婦
・
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
の
栄
養
改
善
に
尽

力
し
た
有
野
さ
ん
は
、
今
後
も
国
際
協
力

活
動
や
講
演
活
動
を
通
じ
て
今
回
の
経
験

を
伝
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

今後も世界で活躍されます！

これからも安心・安全な野菜をお届けします！

安
心
、
安
全
な
野
菜
で
学
校
給
食
を

　

５
月
30
日
、
安
楽
小
学
校
で
志
布
志
市

有
機
部
会
が
給
食
で
使
わ
れ
る
有
機
野
菜

の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
有
機
部
会
で
は
野
菜
の
有
機

栽
培
（
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
栽

培
方
法
）
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
の

４
月
か
ら
学
校
給
食
（
志
布
志
・
有
明
地

区
）
に
も
そ
の
野
菜
が
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
会
の
後
迫
貴
光
さ
ん
が
、
有
機
栽

培
で
収
穫
さ
れ
る
野
菜
の
特
徴
や
栽
培
方

法
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
、
児
童
ら

は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
献
立
は
「
野
菜
カ
レ
ー
」
で
、

に
ん
じ
ん
、
じ
ゃ
が
い
も
、
イ
ン
ゲ
ン
、

玉
ね
ぎ
の
４
種
類
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
児

童
は
「
野
菜
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
て
お

い
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

車
い
す
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　

５
月
15
日
、
鹿
児
島
県
建
設
業
協
会
曽

於
支
部
か
ら
、
志
布
志
市
の
福
祉
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
車
い
す
が
３
台
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
贈
は
、
同
協
会
曽
於
支
部
創

立
50
周
年
を
記
念
し
て
、
曽
於
郡
区
の
２

市
１
町
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

㈱
池
﨑
建
設
の
池
﨑
美
次
代
表
取
締
役

と
㈱
加
世
田
建
設
の
加
世
田
丸
則
代
表
取

締
役
が
寄
贈
の
た
め
来
庁
し
、「
協
会
曽

於
支
部
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の

も
、
各
自
治
体
と
相
互
に
協
力
し
あ
っ
て

き
た
か
ら
こ
そ
。
今
後
も
50
年
と
い
う
歴

史
で
培
っ
た
技
術
と
経
験
を
も
と
に
、
社

会
基
盤
整
備
を
担
う
一
員
と
し
て
努
力
し

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

温かい志をありがとうございます

まちの

話 題 しぶし TOPICS

まちの
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表彰を受けた田中昭臣さん

子
ど
も
会
活
動
に
多
大
な
貢
献

　

永
年
に
わ
た
り
子
ど
も
会
活
動
及
び
青

少
年
健
全
育
成
の
充
実
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
伊
﨑
田

在
住
の
田
中
昭
臣
さ
ん
が
大
隅
地
域
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
よ
り
表
彰
を
受

け
、
そ
の
伝
達
式
が
５
月
17
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
約
35
年
間
に
わ
た
り
西
山

之
口
子
ど
も
会
の
指
導
者
と
し
て
携
わ
っ

て
お
り
、
毎
月
第
３
土
曜
日
の
青
少
年
育

成
の
日
に
「
親
子
読
書
会
」
を
開
催
す
る

な
ど
、
家
庭
で
の
読
書
習
慣
の
確
立
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
財
少
年

団
の
指
導
者
や
伊
﨑
田
和
紙
保
存
会
の
会

長
と
し
て
も
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
積
極

的
に
関
わ
る
な
ど
、
各
種
青
少
年
育
成
活

動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

薩
摩
義
士
の
偉
業
を
紙
芝
居
で
披
露

　

４
月
30
日
、
田
之
浦
小
学
校
で
、
紙
芝

居
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

披
露
し
た
の
は
、
大
阪
府
在
住
で
鹿
屋

市
出
身
の
平
田
靱ゆ
き
ひ
さ久
さ
ん
（
宝
暦
治
水
の

総
奉
行
平
田
靱ゆ
き
え負

氏
の
ご
子
孫
）
で
、
木

曽
川
治
水
を
、
苦
し
み
の
末
に
完
成
さ

せ
た
「
薩
摩
義
士
」
の
物
語
に
つ
い
て

「
２
５
０
年
を
経
た
現
在
で
も
薩
摩
義
士

に
対
す
る
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
い
、
岐
阜

の
人
々
へ
の
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
の
思

い
か
ら
、
各
地
で
紙
芝
居
公
演
を
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
森
山
小
学
校
の
児
童
も
参
加

し
、
先
人
の
偉
業
を
学
ぶ
と
共
に
、
あ
き

ら
め
な
い
心
、
感
謝
す
る
心
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

熱演する平田さん

お
笑
い
Ｐ
Ｒ
大
使
任
務
完
了
！

　

４
月
29
日
、
１
月
か
ら
お
釈
迦
ま
つ
り

お
笑
い
Ｐ
Ｒ
大
使
と
し
て
活
動
し
た
、
吉

本
興
業
の
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー
」

の
任
務
完
了
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
二
人
は
ま
つ
り
の
準
備
か
ら
、
当
日

の
舞
台
司
会
な
ど
を
行
い
、
大
い
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
で
の
活
動
に
つ
い
て
「
志
民

の
み
な
さ
ま
と
共
に
走
り
抜
け
た
三
ヶ
月

間
は
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
！
最
初

は
、
ど
こ
ま
で
伝
統
の
あ
る
お
ま
つ
り
に

参
加
し
て
い
い
も
の
か
と
戸
惑
い
ま
し
た

が
、『
文
化
』
と
『
進
化
』
の
二
つ
の
面

が
融
合
し
た
『
日
本
一
』
の
お
ま
つ
り
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
光
栄
で
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

任務が終っても、志布志は故郷です！

11　市報しぶし■ 2013.6
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  図書館へ行こう！
～ 一 冊 の 本 と の 出 会 い が  あ な た の 人 生 を 変 え る ！ ～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 
　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

■「くちづけ」     　　　　 宅間  孝行   著
　身体は大人、 精神は子どものままの

人たちが生活する「ひまわり荘」。 そ

こに、 知的障害者

の娘 ・ マコを連れた

元人気漫画家の愛

情いっぽんがやっ

てきて、 心休まる

暮らしを得るが…。

2013 年５月公開の

同名映画の原作小

説。

新 刊 案 内 ■「�レーン ランナー３」　
 あさの  あつこ 著

　走ることを捨てきれなかった

２人の天才ランナー、 碧李と貢。

走ることがこんなにも好きだった

と気付いた碧

李。 走ること

を敵だと捉え

た貢。 孤独に

向き合い、 情

熱のままに走

る少年たちの

姿を描く。

今月のテーマ図書
「おとうさん おかあさん」

　５月12日は母の日。
６月 16 日は父の日。
おとうさん、おかあさ
んが主役の本を集めま
した。プレゼントに絵
本の読み聞かせはいか
が…？

　大正３年１月 12
日から始まった大正
噴火。平成 26 年１
月12日に 100周年
を迎えるにあたり、
もう一度活火山・
桜島について学ん
でみませんか？

図 書 館 イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー （ ６ 月 ・ ７ 月 ）　 お は な し 会 へ 出 か け よ う ！

６ 月 場 所 イベント名

８日（土）

本館  かみふうせん (おはなし会） 14 時 〜
安楽分館  おはなし会　10 時 30 分 〜
有明分館  おはなし会　10 時 〜

15 日（土） 本館   かみふうせん (おはなし会） 14 時 〜
29 日（土） 本館  かみふうせん (おはなし会） 14 時 〜 

７月 場 所 イベント名

６日 （土） 本館  かみふうせん(おはなし会） 14 時〜

13 日 （土） 本館  かみふうせん(おはなし会） 14 時〜

20 日 （土） 本館  かみふうせんまつり 10 時〜

◆６月 ・ ７月の休館日

　【６月】17 日～ 22 日（蔵書点検）、24 日

　【７月】１日、８日、16 日、17 日、22 日、29 日

児　童
■「子どもに聞かせる世界の民話」

矢﨑　源九郎　著

■「雨がしくしく、 ふった日は」　
森　絵都　著

■「あめあめふれふれねずみくん」
なかえ　よしを　著

一　般
■「尖閣一触即発」

井上　和彦　山田　吉彦　著

■「マスオさんが教えてくれたこと」
増岡　弘　著

■「旦那サマはブータン人」　
小豆　だるま　著

　市立図書館では、６月 17 日（月）～ 22 日（土）まで
全館休館し、蔵書点検を行います。ご迷惑をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。
　蔵書点検では、図書資料（本）が行方不明になってい
ないか、所定の本棚に置かれているか、本館と５つの分
館、２台の移動図書館車にある 16万３千冊を一斉点検
します。この機会にもう一度、自宅に図書館の返却期
限の過ぎた本が眠っていないかご確認ください。もし、
返し忘れの本がありましたら、蔵書点検前までに分館

または近くの返却ポストでも構いませんのでご返却く
ださいますようお願いします。

　好きな時間に、図書館の運営をボランティアでお手
伝いいただける方を募集します。書架整理・本の修理・
読み聞かせ・壁面装飾・庭園管理・花植えなど興味の
ある方は図書館までご一報ください。
※�図書選書委員も募集しています。詳細については、

志布志市立図書館のホームページをご覧頂くか、図
書館までお問合わせください。

蔵書点検による休館のお知らせ

　

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

「
桜
島
～
大
正
噴
火
か
ら
１
０
０
年
～
」

図書館ボランティアを募集します！

図書貸出の宅配サービスの希望者を募集します！

　志布志市民で、ご高齢の方か身体的に図書館までの交
通手段のない方を対象に宅配サービスを希望される方を
募集します。

【貸出期間】１ヵ月間　【冊数】10 冊まで
■申込み・問い合わせ先　志布志市立図書館　℡：472-3322
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健康についての様々な相談にいつでも応じています。
お気軽にお問い合わせください。

Health Up
for

  mile
保健師・栄養士メモ

本庁 保健課　℡：474-1111（164）
松山支所 市民課   ℡：487-2111（274）　志布志支所 福祉課   ℡：472-1111（200）問

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
指
針
や
目
標
を
定
め
た
「
健

康
し
ぶ
し
21
」。
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
６
領
域
の
中
か
ら
、
今
月
は

「
歯
の
健
康
」
に
つ
い
て
、
３
年
間

の
取
り
組
み
の
中
間
評
価
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　　

市
で
は
妊
娠
中
か
ら
乳
幼
児
期
の

各
時
期
に
歯
科
健
診
・
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
診
実
施

時
に
歯
科
相
談
を
行
い
、
８ハ

チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０

（
自
分
の
歯
が
80
歳
で
20
本
）
達
成

者
に
は
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
20
名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
さ
ら
に
介
護
予
防
教
室
や
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
等
で
は
口
腔
体
操
の

紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
健
康
し
ぶ
し
21
」
の
評

価
の
指
標
と
し
て
、
む
し
歯
の
な
い

３
歳
児
の
割
合
を
見
た
と
こ
ろ
、
平

成
20
年
度
は
75
・
９
％
、
平
成
24
年

度
は
86
・
７
％
と
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
全
国
平
均

78
・
５
％
（
Ｈ
22
年
度
）
よ
り
も
高

い
割
合
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
「
か
み
ご
た
え
の
あ
る
食
材

を
食
べ
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
」

と
答
え
た
５
歳
児
の
保
護
者
の
割
合

は
約
８
割
と
、
平
成
21
年
度
よ
り
も

増
え
て
い
ま
し
た
。

　

よ
く
噛
ん
で
食
べ
て
い
る
と
答
え

た
方
の
割
合
は
、４
割
以
下
と
低
く
、

平
成
21
年
度
と
比
較
し
て
も
あ
ま
り

変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
（
一
口

三
十
回
）
は
今
す
ぐ
で
き
る
「
肥
満

予
防
法
」
で
す
。
し
っ
か
り
噛
ん
で

唾
液
を
出
す
こ
と
で
、虫
歯
を
防
ぎ
、

歯
の
健
康
を
保
ち
ま
す
。
さ
ら
に
、

消
化
を
助
け
病
気
を
防
ぎ
、
が
ん
や

動
脈
硬
化
の
原
因
と
も
い
わ
れ
る
活

性
酸
素
を
消
去
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
年
齢
と
と
も
に
唾
液
の

分
泌
量
は
減
少
す
る
た
め
、
よ
く
噛

ん
で
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

歯
周
病
に
つ
い
て
は
、
歯
周
病
の

症
状
や
予
防
法
を
知
っ
て
い
る
と
答

え
た
方
の
割
合
は
65
・
４
％
で
あ
り
、

定
期
的
に
歯
の
検
査
を
受
け
て
い
る

方
の
割
合
や
定
期
的
に
歯
石
の
除

去
・
歯
面
清
掃
を
受
け
て
い
る
方
の

割
合
は
20
％
弱
と
低
い
状
況
で
す
。

　

歯
周
病
の
主
な
原
因
は
歯
垢
で

す
。
ま
ず
は
毎
日
の
歯
み
が
き
で
歯

垢
を
き
ち
ん
と
取
り
除
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
し
か
し
、
歯
垢
が
固
ま
っ

て
歯
石
が
で
き
る
と
歯
み
が
き
だ
け

で
は
落
と
せ
ま
せ
ん
。
歯
周
病
の
予

防
に
は
、
や
は
り
定
期
的
に
歯
の
検

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
市
民

の
代
表
者
が
集
ま
る
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
で
、
今
後
の
重
点
テ
ー
マ

は
「
口
の
状
態
が
生
活
習
慣
病
や
介

護
予
防
と
関
係
が
あ
る
こ
と
を
知

る
」
に
決
定
し
、
次
の
４
項
目
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●�

乳
幼
児
期
、学
童
期
（
０
～
14
歳
）

教
育
が
大
切
！
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る

●�

母
子
健
診
な
ど
で
市
の
現
状
を
伝

え
、
噛
む
こ
と
の
大
切
さ
等
を
保

護
者
に
意
識
し
て
も
ら
う

●�

よ
く
噛
む
た
め
の
食
材
を
必
ず
取

り
入
れ
る

●
職
場
で
の
歯
科
検
診
を
推
進
す
る

　

み
な
さ
ん
も
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

よ
う
に
心
が
け
、
定
期
的
に
歯
科
検

診
を
受
け
、
歯
の
健
康
を
守
る
た
め

の
生
活
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

来
月
号
は
、「
健
康
し
ぶ
し
21
」
の

６
領
域
の
中
か
ら
「
身
体
活
動
・
運

動
」
に
つ
い
て
の
評
価
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

「
健
康
し
ぶ
し
2 1
」
の

中
間
評
価

そ
の
２
「
歯
の
健
康
」

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と

歯
周
病
を
防
ぐ

ヒブ・肺炎球菌予防接種のお知らせ

平成 25 年４月からヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンが新たに定期予防接種となりました。接種が完了していない
方（未接種者も含む）は、下記の注意事項等をお読みになり、ご理解頂いたうえで予防接種を受けてください。

２　�ヒブワクチン：ヒブ感染症を予防する定期予防接種。ヒブ感染症は冬に流行するインフルエンザとは別のもので、ヘモ
フィルス・インフルエンザ菌ｂ型という細菌によって起きる感染症です。

 接種開始月齢  接種間隔

 生後２か月～７か月に至る日まで（４回接種する）
 １回目～３回目は 27 日～ 56 日の間隔で接種

 ４回目は３回目終了後、7 か月～ 13 か月の間で接種

 生後７か月～ 12 か月に至る日まで（３回接種する）
 １回目～２回目は 27 日～ 56 日の間隔で接種

 ３回目は２回目終了後、７か月～ 13 か月の間で接種

 満１歳～５歳誕生日前日まで  １回接種

 接種開始月齢  接種間隔

 生後２か月～７か月に至る日まで（４回接種する）
 １回目～３回目は 27 日以上の間隔で接種

 ４回目は３回目終了後、60 日以上経過後に接種

 生後７か月～ 12 か月に至る日まで（３回接種する）
 １回目～２回目は 27 日以上の間隔で接種

 ３回目は２回目終了後、60 日以上経過後に接種

 満１歳～２歳誕生日前日まで  60 日以上の間隔を空けて２回接種

 満２歳～５歳誕生日前日まで  １回接種

３　�小児用肺炎球菌ワクチン：肺炎球菌は乳幼児の鼻咽腔に定着する常在菌で、飛沫感染により人から人へ伝播する小児の
細菌感染症の主な原因菌です。肺炎球菌による感染症として菌血症や髄膜炎などがあります。

※ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンは、接種開始月齢で接種回数が変わります。

実施医療機関（必ず予約をして下さい）

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

 山下クリニック 487-9001  手塚クリニック 472-5565  びろうの樹脳神経外科 477-1212

 藤後クリニック 472-1237  はまさき耳鼻咽喉科 473-3387  びろうの樹整形外科 471-6611

 井手小児科 473-3211  松下医院 472-1124  ひろた小児科 471-6111

 山口内科 473-1188  出口医院 472-1538  陽春堂内科診療所 472-5511

※　平成 25 年３月以降に生まれた方は、生後１か月～２か月に予診票を一括して送付しております。
※　�平成 25 年２月 28 日以前に生まれた方は、実施医療機関及び市役所に予診票（志布志市が発行したもの）が置いてあり

ますので、そちらをお使いください。
※　�注射の際は必ず母子手帳をお持ちください。母子手帳がないと接種できません。また病気の説明や副反応は、予診票の

裏面にくわしく記載してあります。接種スケジュール等ご不明な点は、お問い合わせください。

歯周病の症状や予防法を
知っている

64.1% 65.4%

90%

H21 H24 H26（目標値）
【年度】

H21 H24 H26（目標値）

【年度】

定期的に歯の検査を
受けている

14.3%
18.5%

30%

小学４年一般 中学３年

■ H21 年度  ■ H24 年度  ■ H26 年度（目標値）
よく噛んで食べている

50%

70%
60%

33.2%

34.5%

40%

39.6% 33.9%

39.8%

かみごたえのある食材を食べさせる
ようにしている（５歳児）

H21 年度 H24 年度 H26 年度（目標値）

90%
82.1%

73.8%

■問い合わせ先：本庁　保健課　保健対策係　474-1111(168)

１　�接種対象者：ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンともに生後２か月齢～５歳誕生日前日まで
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志布志市が取り組む「ブランドづくり」をご紹介します！

こころざし
ブランド通信

Shibushi Brands News 

本庁 企画政策課 ブランド推進室   ℡：474-1111（254）問
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今
月
号
か
ら
連
載
を
ス
タ
ー
ト
す
る
、

「
こ
こ
ろ
ざ
し
ブ
ラ
ン
ド
通
信
」。
企
画
政

策
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
と
株
式
会
社
ふ
じ

や
ま
学
校
の
コ
ラ
ボ
（
協
力
）
に
よ
り
実

現
し
ま
し
た
。

　　

ふ
じ
や
ま
学
校
の
坂
本
代
表
は
、『
よ
そ

も
ん
（
よ
そ
者
）』、『
わ
か
も
ん
（
若
者
）』

の
視
点
を
持
つ
本
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。
同
協
議
会
の

下
部
組
織
で
あ
る
Ｐ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

ふ
じ
や
ま
学
校
の
メ
ン
バ
ー
全
員
に
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
力
を
貸
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　　

私
た
ち
に
と
っ
て
は
地
域
内
に
あ
る
、

ご
く
平
凡
な
モ
ノ
で
も
、彼
ら
『
よ
そ
も
ん
』

の
視
点
か
ら
は
、
貴
重
な
宝
に
見
え
る
こ

と
を
、
私
た
ち
に
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、『
よ
そ
も
ん
』
の

視
点
で
、
志
布
志
市
の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん

伝
え
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

あの人に聞く！大隅志布志の魅力！

丹下 甲一（たんげ こういち）

抜群の経営感覚と行動力で、
わずか２年間の副知事就任の
間に、鹿児島県の経済活性、
危機管理、文化・国際交流を
はじめ幅広い分野で尽力。台
湾との定期便開設の最終交渉
も担当。県庁内、省庁の枠に
とらわれず経済界から観光界、
アートなどさまざまな分野の
人と交流をもつ。歴史的な郵
便物収集の大家でもあり、国
際展での実績を持つ。

 Vol.1　丹下 甲一 氏  （前 鹿児島県 副知事）

　「日本一早い志布志の夏そば」

日本一早い夏そばを収穫しました！
　今年はその新鮮な夏そばを使って、新たな創作料理
を生み出そうと、食育料理研究家の上薗芙

ふ み こ

美子さんを
招いた創作料理講習会が行われました。
　そばの麺をパスタに見立てて創作した「そばカルボ
ナーラ」など、試作した創作料理は５品。その中でも

志布志ならではの背白ちり
めんをトッピングした「和
風大根おろし・そばパスタ」
は絶品。夏そばを提供予定
の飲食店の方も参加し、意
見交換を行いました。

「日本一早い志布志の夏そば」提供予定飲食店はこちら！

●カフェ・ド・レーブ 　　　　   ●大黒本店　　

●国民宿舎 ボルべリアダグリ　　●蓬の郷

●味人膳　　　　　●アトリエ・CAFE・TARiRARi　

●ビア・マーレ　　●食のオアシス Zino（鹿児島市）

●三七十庵

●割烹 たけだ       

●きらく寿司	

●おかえりなさい　	 　

●華蓮（東京銀座店）【調整中】

「こころざし経営よろず相談室」のお知らせ

　志布志市ブランド推進室とふじやま学校が共働で「こころざし経営よろず相談室」
を 2013 年４月より開設し、大好評をいただいています。経営戦略、財務、マーケティ
ング、システム構築改善…あらゆるお悩みにお応えします！

●このままではいけないと感じているが、何が問題か分からない方
●経営者の方針やビジョンが社員に伝わらない、理解されないと感じている方
●�首都圏などに製品のサンプリング、出店を計画されている方…

　などなど事業運営上の様々な課題に向けて、各エキスパートが専門分野をもとに
分析、問題点を特定して具体的な解決策をご提案させていただきます。90分３万 1,500 円（税込）
無料お試し相談会実施中
　毎月、初めての方を対象とした、お試し無料相談会（60 分）を開催しています。７月は２日（火）に開催。詳細は、
下記までご連絡ください。なお、ご相談内容については守秘義務を遵守します。お気軽にお問い合わせください。

■問い合わせ先：企画政策課  ブランド推進室  ℡：474-1111（254）

【
こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム
】

『
カ
ギ
は
価
値
の
認
識
と
共
有
に
あ
り
ま
す
！
』

　

志
布
志
に
移
住
し
て
早
く
も
３
年
目
。
国
内
外

と
鹿
児
島
県
を
往
復
す
る
中
、
毎
日
が
発
見
の
連

続
で
こ
の
土
地
の
魅
力
を
い
た
る
と
こ
ろ
に
発
見

し
て
い
ま
す
。

　
「
よ
そ
も
ん
」
だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
、
大
隅
半

島
志
布
志
の
も
つ
「
た
か
ら
」
を
『
ブ
ラ
ン
ド
』

と
い
う
観
点
か
ら
お
伝
え
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
価
値
の
こ
と
で
す
。

　

人
か
ら
人
へ
価
値
が
ど
の
よ
う
に
伝
わ
る
の
か

を
考
察
し
て
い
く
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
広
告

宣
伝
や
「
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」
の
原
点
も
見
え
て

き
ま
す
。

　

伝
わ
る
熱
量
も
す
ご
く
重
要
で
す
。

　

志
布
志
に
は
価
値
を
伝
え
る
た
め
の
物
語
の

ベ
ー
ス
と
な
る
歴
史
が
、
多
く
の
伝
承
文
化
、
神

話
の
中
に
た
く
さ
ん
存
在
し
ま
す
。
伝
え
る
前
提

と
し
て
、
た
い
せ
つ
な
価
値
を
共
有
し
あ
い
保
全

し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
た
い
せ
つ
で
す
。

　

視
点
を
変
え
る
と
新
た
に
見
え
て
く
る
私
た
ち

の
身
の
ま
わ
り
の
価
値
を
、
こ
れ
か
ら
本
企
画
で

共
有
し
醸
成
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

コラムニスト
ふじやま学校
代表取締役 坂本貴弘

神奈川県出身。2004 年に東京大

学を卒業後、外資系コンサルティ

ングファームに入社。その後、独

立し、2010 年に志布志市に設立

したシンクタンク『ふじやま学校』

の代表取締役に 2011 年５月就任。

志布志市ブランド推進アドバイ

ザーとしてブラ

ンドづくりに携

わる。

今が 旬！

「
こ
こ
ろ
ざ
し
ブ
ラ
ン
ド
通
信
」 

掲
載
開
始
！

経
済
価
値
、
環
境
自
然
、
伝
統
・
伝
承
文
化
…

【
よ
そ
も
ん
定
住
者
】
だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
！

大
隅
半
島
志
布
志
の
価
値
を
、

最
大
限
に
共
有
・
発
信
し
ま
す
！

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
３
月
ま

で
県
で
副
知
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

し
た
丹
下
で
す
。
２
年
間
の
鹿
児
島
勤

務
中
に
、
仕
事
で
何
度
も
志
布
志
の
こ

と
に
関
わ
っ
た
り
、
市
内
に
も
足
を
運

び
ま
し
た
。
紙
面
も
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
今
回
は
志
布
志
の
将
来
像
に
関

し
て
、
２
つ
に
絞
っ
て
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
志
布
志
は
実
は
か
な
り

恵
ま
れ
た
地
勢
に
あ
る
と
い
う
事
実
の

再
認
識
で
す
。
関
西
方
面
と
の
フ
ェ

リ
ー
が
毎
日
就
航
し
て
い
る
ま
ち
は
そ

う
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
港
で
は
、
海
外

に
向
け
、
ま
た
、
海
外
か
ら
の
物
品
が

日
々
動
い
て
い
ま
す
。
問
題
は
、
そ
れ

が
そ
の
ま
ま
通
過
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

大
半
な
こ
と
で
す
。
全
て
の
人
、
モ
ノ

を
「
途
中
下
車
」
さ
せ
る
こ
と
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ち
の
実
力

に
見
合
っ
た
「
滞
留
」
に
、
よ
り
知
恵

を
絞
っ
て
は
ど
う
か
と
感
じ
ま
す
。
例

え
ば
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
ア
ジ
ア

向
け
輸
出
品
の
最
終
加
工
施
設
の
設

置
・
誘
致
は
検
討
に
値
す
る
と
思
い
ま

す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
大
隅
半
島
は
と
て

も
広
い
の
で
、
す
ぐ
に
と
い
う
訳
に
は

い
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
隅

半
島
各
地
と
の
連
携
の
強
化
を
図
っ
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
と
り
わ
け
、
人

口
の
集
積
地
で
あ
る
鹿
屋
市
、
薩
摩
半

島
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
が
一
昨
年
再
開
さ

れ
た
根
占
（
南
大
隅
町
）
と
の
ラ
イ
ン

を
重
視
し
、
そ
れ
ら
と
関
西
と
を
繋
ぐ

結
節
点
と
し
て
、
改
め
て
志
布
志
を
捉

え
直
せ
ば
、
例
え
ば
、
交
流
人
口
、
観

光
客
、
そ
し
て
雇
用
者
の
増
加
に
繋

が
っ
て
い
く
ヒ
ン
ト
が
み
え
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　
「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
」。

10
年
後
を
見
据
え
た
長
期
的
な
積
み
重

ね
を
期
待
し
ま
す
。
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男
ひ と

女がともに認め合い、いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会の
実現を

目指して
Gender Equality

本庁 企画政策課 男女共同参画推進室　℡：474-1111（250・255）問

　

６
月
23
日
（
土
）
～
29
日
（
金
）

の
１
週
間
は
、「
男
女
共
同
参
画
週

間
」
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
男
女
共
同
参
画
週

間
は
、「
女
性
の
活
躍
推
進
に
よ
る

日
本
経
済
再
生
」を
重
点
と
し
ま
す
。

『
紅
一
点
じ
ゃ
、
足
り
な
い
。』

兵
庫
県 
安
本
実
織
さ
ん
の
作
品

が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

※�

男
女
共
同
参
画
週
間
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
を
図

る
各
種
行
事
等
を
全
国
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
男
女
共
同
参

画
基
本
法
の
目
的
及
び
基
本
理
念

に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

�　　

今
年
度
は
、
各
種
の
広
報
啓
発
活

動
等
を
実
施
し
ま
す
。
男
性
と
女
性

が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、

家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？
「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
の
公
布
・
施
行
日

で
あ
る
平
成
11
年
６
月
23
日
を
踏
ま

え
、
平
成
13
年
か
ら
国
の
男
女
共
同

参
画
推
進
本
部
が
実
施
し
て
い
ま

す
。

　　

市
で
は
、「
男ひ

と女
が
と
も
に
認
め

合
い
、
い
き
い
き
と
輝
く
ま
ち
を
つ

く
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
お
互
い
を
尊
重
し
な

が
ら
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

し
、
共
に
参
画
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
様
々
な
分
野
で
女
性
の

参
画
が
不
十
分
で
あ
る
の
が
現
状
で

す
。
よ
り
多
く
の
女
性
の
皆
様
に
政

策
・
方
針
決
定
の
場
へ
参
画
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
志
布

志
市
女
性
人
材
リ
ス
ト
」を
作
成
し
、

市
の
各
種
審
議
会
、
委
員
会
の
委
員

へ
の
登
用
の
際
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
得
意
な
分
野
で
、
自
分

の
意
見
を
市
政
に
活
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
皆
様
の
積
極
的
な
登
録
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
参
加
と
参
画
の
ち
が
い
】

　
「
参
加
」
は
、
何
か
行
事
が
あ
っ

た
と
き
な
ど
に
仲
間
と
し
て
加
わ
る

と
い
う
考
え
方
で
す
が
、「
参
画
」

に
は
、
物
事
の
計
画
や
決
定
の
段
階

か
ら
参
加
し
、
対
等
な
立
場
と
し
て

意
見
を
出
し
合
い
、
そ
し
て
、
責
任

も
分
か
ち
合
う
と
い
う
、
よ
り
積
極

的
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

◆�

募
集
期
間
：
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
い
つ
で
も
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
：
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

　

満
た
す
人

①�

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る
20

歳
以
上
の
女
性

②�

市
政
に
関
心
が
あ
り
、
本
市
の
審

議
会
等
の
委
員
と
し
て
活
躍
す
る

意
欲
が
あ
る
人

③�

本
市
の
一
般
職
員
、
常
勤
の
特
別

職
の
職
員
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

の
議
会
議
員
お
よ
び
国
会
議
員
で

な
い
人

◆�

活
動
内
容
：
市
の
政
策
・
方
針
等

の
決
定
過
程
と
な
る
審
議
会
等
の

委
員
の
候
補
者
と
な
り
ま
す
。

◆�

分
野
：「
男
女
共
同
参
画
」「
地
域

活
動
」「
生
活
・
環
境
」「
福
祉
」「
医

療
・
健
康
」「
教
育
」「
経
済
」「
政

治
・
行
政
」「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」

「
国
際
」「
歴
史
」「
農
業
」「
情
報
・

通
信
」「
人
権
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
子

育
て
」
な
ど

※�

詳
し
く
は
、
男
女
共
同
参
画
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

�

企
画
政
策
課　

男
女
共
同
参
画
推

進
室　

男
女
共
同
参
画
係　
　
　

　

�

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
２
５
０

･

２
５
５
）

　

Fax
：
４
７
４
‐
２
２
８
１

　

�

Ｅ
メ
ー
ル
：kyoudousankaku@

city.shibushi.lg.jp

「

志

布

志

市

女

性

人

材

リ

ス
ト
」
登
録
者
を
募
集
し

ま
す
！

◆女性支援相談室
（13：00 ～ 17：00）

６月 19 日（水）　有明改善センター

７月３日（水）　志布志支所

　　　　　　　　　　５階会議室

７月 17 日（水）　新橋地区公民館

◆専用フリーダイヤル

0120-7
な や む

86-0
おごじょ

54
（月～金 8：30 ～ 17：00）

平
成
25
年
度

男
女
共
同
参
画
週
間

ストップ！
滞納

Tax Information

本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（152・153）
　　　　　　　　　　　　　    収納管理係（147・148）問

志布志市の滞納処分の状況や税金に関することをご紹介します

平成25年度 滞納処分等実施状況について

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・
病気等により収入が無い方につきましては、本庁・各支所
の税務窓口にて随時納税相談を実施しております。

　特別な理由も無く滞納を続けられますと、他の納税者との公
平を保ち、大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不
動産など）を差し押さえることになります（法律では、「督促
状を発した日から起算して 10 日を経過した日までに完納しな
いとき」は、「財産を差し押さえなければならない」と定めら
れています）。

◆差押を実施した人数：35 人（平成 25 年 4 月～５月末現在）

【差押の内容】

 ●給与　　0 人
 ●預貯金　9 人
 ●不動産　0 人
 ●動産　　0 人
 ●債権　　26 人

今
月
の
納
税

納
付
期
限
：

口
座
振
替
日
：

７
月
１
日
（
月
）

６
月
25
日
（
火
）

口
座
振
替
を
さ
れ
る
方
は
、

口
座
振
替
日
の
前
日
ま
で

に
残
高
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税（
２
期
）

●
介
護
保
険
料
（
２
期
）

●�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
２
期
）

●
市
県
民
税
（
１
期
）

※�

納
税
証
明
等
の

交
付
に
つ
い
て

　

金
融
機
関
等
で
納
付
し

て
か
ら
市
役
所
で
納
付
確

認
が
で
き
る
ま
で
、
約
１

週
間
程
度
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
納
付
後
、
早

急
に
納
税
証
明
等
が
必
要

な
場
合
は
領
収
書
等
を
ご

持
参
の
う
え
交
付
請
求
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

動産を『 Yahoo! 官公庁オークション 』で公売します！

●公売形式：競り売り形式

●参加申込期間：
　平成 25 年７月５日（金）午後１時から
　平成 25 年７月 19 日（金）午後 11 時まで

●公売日時：
　平成 25 年７月 26 日（金）午後１時から
　平成 25 年７月 28 日（日）午後 11 時まで

●売却決定日時：
　平成 25 年７月 29 日（月）午前 10 時

●代金納付期限：平成 25 年８月５日（月）	

●下見期間及び下見場所：
　平成 25 年７月１日（月）～７月 19 日（金）
　【７月８、９、10 日及び土日祝祭日を除く】

　志布志市役所 本庁 税務課（事前予約制）

女性人材リスト活用の流れ

登
録
者

女性人材リスト 審議会等担当課

→
←

問い合わせ

紹介

→
←

→
←

情報
提供

登録

委員等と
して参加

委員等への
就任依頼

●�注意事項：公売に参加する場合は、「志布志市
インターネット公売ガイドライン」及び「落札後の注意事項」をよくお読みください。公売に参加するにあたって、
Yahoo!  JAPAN  ID の登録が必要となります。※�詳細は、市のホームページを御確認ください。

名称
数量
性質

【車種】大型二輪自動車
【車名】ハーレーダビッドソン【型式】ＦＣＷ　
【年式】平成 18 年式【重量】390㎏　
【排気量】1,450㏄【走行距離】5,427㎞　【車検】なし

見積価額　700,000 円 公売保証金　70,000 円
公
売
区
分
1 0



地
域
の
歴
史
に
触
れ
る

　　

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
都
城

志
布
志
道
路
の
、
調
査
区
間
で
あ
っ
た
県

境
部
分
が
整
備
区
間
に
指
定
さ
れ
た
と
い

う
吉
報
が
5
月
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

他
の
区
間
は
す
で
に
全
線
整
備
が
盛
ん
に

進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
区
間
の
み
が
着

工
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
や
き
も
き
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
度
つ
い
に
悲

願
達
成
の
朗
報
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
別
途
東
九
州
自
動
車
道
の
志
布
志

～
串
間
～
日
南
間
も
、
整
備
に
つ
い
て
国

の
小
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る
と
い
う
お
知

ら
せ
も
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
ひ
ょ

っ
と
す
る
と
今
年
度
中
に
こ
の
区
間
も
整

備
区
間
指
定
の
決
定
が
い
た
だ
け
る
の
で

は
と
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　

さ
て
、
志
布
志
市
の
振
興
は
志
布
志
港

の
振
興
を
基
と
し
て
発
展
し
て
い
る
訳
で

す
が
、
こ
の
度
志
布
志
港
に
至
る
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
従
来
か
ら
す
る

と
か
な
り
明
確
に
な
っ
て
き
た
も
の
と
心

よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
東
九
州
自
動
車

道
の
曽
於
弥
五
郎
～
志
布
志
間
に
は
、
新

政
権
に
な
り
前
年
度
と
比
較
し
て
2
倍
の

予
算
が
つ
け
ら
れ
、
工
事
の
進
捗
が
大
い

に
図
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
の
一

番
の
課
題
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
が
追

い
つ
か
な
く
な
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

こ
の
区
間
に
お
い
て
は
実
に
縄
文
時
代

の
物
か
ら
古
代
、
中
世
の
物
と
19
カ
所
も

埋
蔵
文
化
財
が
存
在
し
て
お
り
、
極
め
て

歴
史
あ
る
地
域
と
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
大
和
朝
廷
よ
り
遥

か
昔
の
物
も
あ
る
訳
で
す
が
、
私
は
こ
の

地
域
が
日
本
文
化
の
発
祥
の
地
で
は
な
い

か
と
密
か
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
薩
摩
国
の
人
々
は
、
時
の
権
力

者
に
対
し
て
歴
史
的
に
5
回
大
き
な
戦
い

を
挑
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
は

奈
良
時
代
、
隼
人
と
呼
ば
れ
た
人
々
が
朝

廷
に
対
し
反
乱
を
起
こ
し
ま
し
た
。
続
い

て
戦
国
時
代
、
島
津
氏
が
九
州
制
圧
を
目

前
に
豊
臣
秀
吉
に
服
従
し
ま
し
た
。
ま
た

関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
西
軍
に
つ
き
、
徳
川

家
康
に
敗
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

4
回
目
は
ご
存
知
の
よ
う
に
幕
末
に
徳
川

幕
府
に
対
し
て
明
治
維
新
の
大
原
動
力
と

な
り
、
5
回
目
が
西
南
の
役
で
西
郷
隆

盛
を
先
頭
に
明
治
政
府
に
抗
議
の
戦
い

を
し
た
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
古
来
か
ら
、
こ
の
地
は
日
本
に

先
駆
け
る
独
立
気
風
の
戦
い
を
重
ね
て

き
た
地
域
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
進
め
ら
れ
る
埋
蔵
文
化
財
の
調
査

に
よ
り
、
私
ど
も
は
改
め
て
そ
の
歴
史
を

認
識
し
、
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
さ
に
志
布
志
港
は
、
そ
の
長
い
日

本
の
歴
史
に
お
い
て
、
先
駆
け
と
な
る
港

に
整
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

港
の
振
興
が
導
く
志
布
志
市
の
発
展
を
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
見
届
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
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市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

語
り
部
の
唄
か
と
思
う
雨
の
日
の
蛙
の
声
は
地
を
伝
い
来
る	

南　
　

史
郎

水
を
張
っ
た
火
鉢
の
中
で
気
持
ち
よ
く
泳
ぐ
メ
ダ
カ
に
心
癒
さ
る	

有
馬
ケ
イ
子

ほ
と
と
ぎ
す
来
る
ぞ
と
仰
ぐ
五
月
空
ト
ラ
ク
タ
ー
乗
り
田
植
の
支
度	

内
山　

幸
夫

採
り
た
て
の
レ
タ
ス
の
歯
ざ
わ
り
さ
や
か
に
て
無
農
薬
よ
と
自
慢
す
る
わ
れ	

牧　
　

愛
子

陽
を
受
け
て
日
増
し
に
色
づ
く
枇
杷
の
実
を
見
上
げ
て
し
ば
し
故
郷
偲
ぶ	

江
蔵　

成
子

さ
わ
や
か
な
緑
の
風
に
乗
っ
て
く
る
車
の
響
き
明
日
へ
の
響
き	

渡
辺
ク
ミ
子

さ
わ
や
か
な
風
吹
き
込
ん
で
五
月
晴
れ
冬
物
仕
舞
い
ホ
ッ
ト
一
息	

東
郷
ミ
イ
子

水
鏡
日
ご
と
に
光
増
す
朝

あ
し
た

早
苗
植
え
よ
う
大
地
ふ
み
し
め	

内
村
く
み
子

仁
王
像
を
覆
う
大
樹
の
青
き
実
は
李
の
形
整
え
て
夏	

篠
田　

紀
子

風
向
き
で
注
目
さ
れ
て
桜
島
火
山
灰
の
行
方
に
顔
く
も
ら
せ
る	

江
口
さ
く
ら

短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

男
の
子
５
人
揃
へ
る
京
の
宿
足
曳
く
夫
を
誰
か
が
さ
さ
ふ	

竹
永　

南
海

雌
鳥
が
雄
鳥
を
突
つ
い
て
い
る
花
見
酒
い
つ
の
時
代
も
日
本
の
夫
婦	

暉
峻　

康
瑞

広
ら
な
る
緑
の
山
畑
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
豊
か
に
春
陽
の
中
を	
池
ノ
上
一
枝

整
地
あ
と
の
砂
を
巻
き
上
げ
終
日
を
け
む
り
の
如
く
す
さ
ぶ
春
の
日	
岡
元　

初
子

常
は
見
ぬ
ス
ポ
ー
ツ
欄
を
ま
ず
開
き
尚
志
館
一
勝
を
再
び
味
わ
う	
児
玉　

末
子

九
十
の
足
に
馴
染
み
し
タ
イ
ヨ
ー
の
閉
店
万
の
輝
き
残
し	

林　
　

靜
子

穏
や
か
は
ひ
っ
そ
り
に
な
り
し
吾
が
巡
り
終
の
日
お
そ
る
る
現
身
愚
か	

平
川　

澄
子

若
草
の
か
く
も
静
か
に
萌
え
出
で
て
春
の
光
は
地
表
よ
り
来
る	

益
倉　

睦
美

庭
の
草
抜
き
い
る
夫
の
夢
に
さ
め
面
影
熱
く
胸
に
ひ
ろ
ぐ
る	

松
下　

芙
美

二
十
日
振
り
家
出
の
猫
の
帰
り
来
し
と
独
り
居
友
の
上
擦
り
し
声	

宮
原　

順
子

あ
と
少
し
テ
レ
ビ
を
見
る
と
言
ふ
吾
に
一
枚
羽
織
れ
と
夫
は
一
言	

山
田　

和
子

杖
つ
き
て
岸
辺
に
立
ち
て
見
渡
す
に
砂
浜
見
れ
ず
淋
し
か
り
ぬ	

山
元
ハ
ツ
ミ

如
月
の
木
々
の
枝
越
し
見
る
空
は
薩
摩
切
子
の
青
す
め
る
空	

若
松
田
鶴
子

川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

医
者
の 

前
説
教
の
よ
う
に 

処
方
聞
く	

坂
元　

俊
幸

長
生
き
が 

気
兼
ね
し
て
い
る 

長
寿
国	

江
藤　

房
子

ミ
サ
イ
ル
を 

撃
つ
ぞ
と
脅
す 

北
の
国	

高
田　

秀
雄

時
刻
表 

目
を
こ
ら
し
見
る 

情
け
な
さ	

上
東
マ
キ
エ

夢
叶
い 

ス
ー
ツ
姿
に 

目
を
細
め	

赤
池　

忠
重

誇
ら
し
げ 

叶
う
世
継
ぎ
へ 

鯉
の
ぼ
り	

高
田　

昭
秋

み
ん
な
過
去 

叶
わ
ぬ
夢
を 

追
い
続
け	

末
永　

一
雄

長
年
の 

願
い
叶
っ
て 

嫁
見
つ
け	

福
山　

吉
連

一
目
ボ
レ 

叶
っ
た
嫁
は 

恐
妻
家	

内
山　

幸
夫

志布志の夏の風物詩

志布志湾を鮮やかに彩る約１万発の花火大会

当日は花火大会のほかにも様々なイベントを開催！

詳細につきましては、随時、市ホームページなどでご紹介します

■問い合わせ先：志布志みなとまつり実行委員会事務局（志布志市商工会内）
　℡：472-1108

「志布志の元気玉」を打ち上げよう！

　今年も皆様の元気（寄付）で志布志の夜にドーン！と花火
を打ち上げよう。皆様のご寄付をお願いいたします。
※�設置場所等について詳しくは志布志市商工会ホームページ
　（http://shibushi.kashoren.or.jp/）をご覧ください。
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2013 志布志みなとまつり
７月 28 日（日） ※荒天時は延期



　
「
朝
の
交
通
安
全
活
動
を
始
め
た

の
は
こ
こ
数
年
。
子
ど
も
達
は
地
域

の
宝
だ
し
、
そ
の
大
切
な
命
を
守
る

お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
始

め
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
は
松
山
町
の
和
子
さ
ん
。
主
に
泰

野
小
と
松
山
中
に
通
う
児
童
・
生
徒

た
ち
が
通
る
横
断
歩
道
で
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

和
子
さ
ん
は
泰
野
地
区
交
通
安
全

母
の
会
の
会
員
で
、
小
学
校
入
学
時

に
児
童
に
交
通
安
全
を
祈
願
し
た
お

守
り
人
形
を
配
布
す
る
な
ど
、
母
の

会
発
足
当
時
か
ら
、
地
域
で
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

横
断
歩
道
で
の
見
守
り
活
動
で

は
、
地
域
の
小
・
中
学
生
が
毎
朝
20

名
ほ
ど
通
る
そ
う
で
、
子
ど
も
達
の

元
気
な
あ
い
さ
つ
か
ら
元
気
を
も
ら

い
、
さ
ら
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
上
で
も
、
と
て
も
役

立
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
好
き
で
泰
野

小
・
松
山
中
と
自
分
が
卒
業
し
た
学

校
に
通
う
子
ど
も
達
の
安
全
の
た
め

に
活
動
す
る
和
子
さ
ん
。「
朝
は
通

勤
、
通
学
で
皆
が
忙
し
い
。
特
に
車

を
運
転
さ
れ
る
方
は
ゆ
と
り
と
思
い

や
り
を
持
っ
て
運
転
し
て
ほ
し
い
で

す
」
と
交
通
安
全
に
対
す
る
願
い
を

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

交 通 事 故 状 況　平成 25 年４月末現在

区　分 発生件数 死  者 傷　者

県　下 2923【-84】36【+14】3446【-175】

志布志市 51【-4】 ２【+1】 58【-12】

志布志地区 33 １ 36

有明地区 16 ０ 19

松山地区 2 1 3

※【　】は昨年比　

子ども達の成長を見守ることも楽しみです

交通事故防止は皆さんが主役です

第
１
号
被
保
険
者
の
独
自
給
付

寡
婦
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）
が

25
年
以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
10
年
以
上
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
妻
に
対
し
て
60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
寡
婦

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

年
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保
険
者

期
間
だ
け
で
計
算
し
た
老
齢
基
礎
年

金
額
の
４
分
の
３
に
な
り
ま
す
。

※�

亡
く
な
っ
た
夫
が
、
障
害
基
礎
年
金

の
受
給
権
者
で
あ
っ
た
場
合
や
、
老

齢
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

妻
が
繰
上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

死
亡
一
時
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
た
月
数
が
３
年
以
上
あ
る
方
が
、

老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
の
い

ず
れ
も
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
き
、

そ
の
方
に
よ
っ
て
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
た
遺
族
（
①
配
偶
者
、
②
子
、
③
父

母
、
④
孫
、
⑤
祖
父
母
、
⑥
兄
弟
姉
妹

の
優
先
順
位
）
に
死
亡
一
時
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

※�

遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
を
受

け
る
と
き
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

死
亡
一
時
金
と
寡
婦
年
金
を
受
給
で

き
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
一
方
を
選

択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
（　

 

歳
前
障
害
）

を
受
給
し
て
い
る
方
へ

　

７
月
初
め
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
国
民
年
金
受
給
権
者
所
得
状
況
届
」

が
届
き
ま
す
。
７
月
末
日
ま
で
に
市

役
所
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
給
権
者
の
欄
に
本
人
が
必
要
事

項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
が

記
入
で
き
な
い
場
合
、
代
理
人
が
記

入
し
、
代
理
人
署
名
欄
に
も
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
診
断
書
の
付
い
た
所

得
状
況
届
が
届
い
た
方
は
、
７
月
中

に
医
師
の
診
断
を
受
け
、
診
断
書
に

記
載
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
期
限
ま
で
に
現
況

届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
又
は
所
得

申
告
が
さ
れ
て
な
い
場
合
、
年
金
の

支
払
い
が
一
時
停
止
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
は
、
引
き
続
き
年
金
を

支
給
す
べ
き
か
決
定
す
る
年
に
一
度

の
大
切
な
も
の
で
す
の
で
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所 

本
庁   

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

松
山
支
所      

４
８
７
ー
２
１
１
１

  

（
内
線
２
２
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

　

公
的
機
関
を
名
乗
る
人
か
ら
「
払

い
す
ぎ
た
医
療
費
の
還
付
が
あ
る
」

と
電
話
が
あ
っ
た
。「
市
役
所
か
コ

ン
ビ
ニ
、
あ
る
い
は
病
院
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
行
く
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
市
役

所
に
行
っ
た
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
前
か
ら
携
帯
電
話
で
教

え
ら
れ
た
先
に
連
絡
し
、
指
示
通
り

に
操
作
を
し
て
還
付
の
手
続
き
を
し

た
。
通
帳
を
確
認
す
る
と
、
知
ら
な

い
人
物
に
１
０
０
万
円
近
く
送
金
し

て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
60
歳
代　

女
性
）

　
　
【
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

見
守
り
新
鮮
情
報
か
ら
】

ア
ド
バ
イ
ス

●�

市
役
所
や
社
会
保
険
事
務
所
な
ど

公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
、
医

療
費
等
の
還
付
金
手
続
き
の
た
め

に
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
し
て
送
金
さ
せ

る
「
還
付
金
詐
欺
」
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●�

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
、
病
院
や

市
役
所
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
す
る

ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。「
期
限

が
今
日
ま
で
」
な
ど
と
せ
か
し
、

冷
静
に
考
え
た
り
周
囲
に
相
談
す

る
余
裕
を
与
え
ま
せ
ん
。

●�

一
度
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
お
金

を
取
り
戻
す
こ
と
は
極
め
て
困
難

に
な
り
ま
す
。

●�

公
的
機
関
の
職
員
が
還
付
金
受
取

り
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
行
う

よ
う
電
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
不
審
に
感
じ
た
ら
、
す
ぐ

に
最
寄
り
の
派
出
所
や
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
：

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
２
８
９
）

※�

巡
回
相
談
の
日
程
は
最
終
頁
の

「
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

知 っ て る？　 消 費 生 活 Vol.27
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消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

■
問
い
合
わ
せ
先
：
●
本
庁
港
湾
商
工
課
商
工
振
興
係　
　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
９
）

　
　
　
　
　
　

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　

℡
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

　
　
　
　
　
　

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　

℡
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
４
）

　

５
月
11
日
、
東
京
都
有
楽
町
に
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
で
「
か
ご
し
ま
暮
ら
し
・
交
流
セ

ミ
ナ
ー
in
東
京
」
が
開
催
さ
れ
、
50
名

以
上
の
鹿
児
島
県
へ
の
移
住
希
望
者
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
内
の
10

市
町
村
が
参
加
し
、
志
布
志
市
は
今
年

が
初
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

志
布
志
市
の
ブ
ー
ス
に
も
多
数
訪
れ
、

仕
事
や
教
育
、
風
土
な
ど
に
つ
い
て
熱

心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
は
じ
め
に
県
か
ら
就
業
状

況
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
移
住
者
の

体
験
発
表
、
市
町
村
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
個
別
相
談
と
い
う
流
れ
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
流
居
住
（
地
域
に
滞
在
・
居
住
し

て
積
極
的
に
交
流
し
、 

地
域
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
こ
と
）
の
促
進
に
つ
い
て

は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活

性
化
策
と
し
て
の
重
要
性
が
増
し
て
お

り
、
県
や
市
町
村
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
の
魅
力
や
交
流
居
住
に

関
す
る
効
果
的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
市
町

村
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協
働
し
て
、
大
都
市

圏
で
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
に
よ
り
交

流
居
住
を
促
進
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

移
住
希
望
者
は
「
宮
崎
県
と
鹿
児
島

県
の
両
方
を
楽
し
め
る
志
布
志
市
に
住

ん
で
み
た
い
。
暖
か
い
気
候
の
中
で
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
る
共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課
地
域
政
策
係　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
５
２
・
２
５
７
）

「
か
ご
し
ま
暮
ら
し
・
交
流
セ
ミ
ナ
ー　

 
東
京
」
開
催

和
子
さ
ん
（
65
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
好
き
で
泰
野

小
・
松
山
中
と
自
分
が
卒
業
し
た
学

校
に
通
う
子
ど
も
達
の
安
全
と
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
積
極
的
に
活
動
。

●�昨年度 1 年間は、安全対策に取り組む地元企業をご紹
介しました。今年度は地域で交通安全活動をされてい
る方にスポットを当て、ご紹介します。

　

ま
た
ま
た
増
え
て
る
？　

還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

20

in



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

Ｑ． ��現在のお仕事を教えてください。
Ａ． �小さな頃から保育園で働くことが夢で、現在はたちばな
保育園に勤務しています。純粋な子どもの気持ちと触れ
あうことが出来る、最高のお仕事です！子どもが大好き
なので他の職業に就くことは考えられませんでした。

Ｑ． お仕事が休みのときは、何をして過ごしていますか？
Ａ． �友達と会って遊ぶことが多いです。あ、あと思う存分寝
て過ごすこともあります（笑）。

Ｑ． 将来の夢を教えてもらっていいですか？
Ａ． �この仕事を続けて、子どもの気持ちを大切にする保育士
になることがまず１つ。２つ目は、我が家のような幸せ
な家庭を築きたいです。私の母のような、温かいお母さ
んになりたいなぁと思います。

亜
あ や

耶 さん　(22 歳） 【志布志町】
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　今 月 の 読 者 プ レ ゼ ン ト は、
お 便 り を く だ さ っ た 方 の 中
から抽選で、ひまわり券 5 枚
と若潮酒造株式会社から「さ
つま若潮・黒若潮（900ml のセッ
ト」を５人の方にプレゼント
します。

　

冗
談
を
交
え
な
が
ら
快
活

に
お
話
さ
れ
る
吉
正
さ
ん
と

サ
ワ
子
さ
ん
ご
夫
妻
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
愛
媛
県
の
ご
出

身
で
、
昭
和
36
年
に
志
布
志

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
に
移
り
住
む
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
言
葉
の
違
い

に
大
分
戸
惑
わ
れ
た
そ
う
で

す
。「
同
年
代
の
方
は
気
を

遣
っ
て
分
か
る
様
に
話
を
し

て
く
れ
る
ん
だ
け
ど
、
年
配

の
方
が
話
し
て
い
る
鹿
児
島

弁
が
全
く
理
解
で
き
な
く

て
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
る
お

二
人
。
今
で
は
愛
媛
に
住
ん

で
い
た
時
間
よ
り
こ
ち
ら
に

移
り
住
ん
で
か
ら
の
時
間
の

ほ
う
が
長
く
な
り
ま
し
た
。

　

ご
夫
婦
の
元
気
の
秘
訣
を

尋
ね
る
と
、お
二
人
と
も「
好

き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
る

こ
と
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
吉
正
さ
ん
は

ご
自
分
た
ち
で
食
べ
る
野
菜

を
育
て
る
こ
と
が
楽
し
い
そ

う
で
「
何
で
も
い
い
か
ら
１

日
１
回
汗
を
か
く
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
身
体
を
動
か
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
さ
ら
に

若
い
こ
ろ
か
ら
の
趣
味
で
あ

る
囲
碁
も
続
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

サ
ワ
子
さ
ん
は
週
に
１
度

の
デ
イ
ケ
ア
で
、
い
ろ
ん
な

人
と
交
流
を
図
る
こ
と
を
楽

し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う

で
す
。

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
が

近
く
に
住
ん
で
い
る
の
は
嬉

し
い
と
話
す
お
二
人
。
家
族

の
強
い
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
仲
良

く
、
お
二
人
の
生
活
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
！　　吉正 さん (89 歳）

　　　サワ子 さん (87 歳）
（志布志町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！

おかげさまで
熊本国税局酒類鑑評会

11年 連 続 入 賞

〒 899-7104  鹿児島県志布志市志布志町安楽 215 番地
電話：099（472）1185　FAX：099（472）3800
E-mail：info@wakashio.com  
HP：http://www.wakashio.com/

市
内
酒
造
メ
ー
カ
ー
２
社
が
優
等
賞
を
受
賞
!

◆�

若
潮
酒
造
株
式
会
社
「
さ
つ
ま
黒
若
潮
」「
さ
つ
ま
若
潮
」

◆
丸
西
酒
造
合
資
会
社
「
蔵
壹
」

読者プレゼント

大
た い が

河ちゃん（２歳）

澄
そ ら

空ちゃん（９か月）

（有明町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　

　いつも癒しと笑顔をくれるこゆ

ちゃんは、我が家の宝物です♥

　これからも元気で優しく、すく

すく育ってね！

心
こ ゆ き

幸 ちゃん（２歳）

（志布志町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　「パパ行ってらっしゃい！お仕事

頑張ってね！」と見送ってくれる大

河。そんなお兄ちゃんのことが大好

きな澄空。

　これからも２人仲良く、いっぱい

食べて、遊んで、大きくなあれ！

未
み は な

花 ちゃん（６歳）

　　　怜
りょうすけ

佑 ちゃん（３歳）

（松山町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　「お母さん、お散歩行こうよ」が

最近口ぐせの２人。いろんな物を見

て、いろんな物を触って、いろんな

人と出会って、これからもたくさん

の経験をしていこうね。



★アンケート★【６月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

大
好
き
、
鹿
児
島
弁
２
！

　

先
月
の
市
報
で
「
ま
ん
か
ん
め
し
」

の
由
来
に
つ
い
て
お
便
り
を
さ
れ
て

い
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の

で
、
私
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
１
つ

目
が
「
真ま
っ
か
め
し

赤
飯
」（
ま
っ
か
な
ご
飯
）

が
訛
っ
て
「
ま
ん
か
ん
め
し
」、
２
つ

目
が
「
豆ま
め
か
ん
め
し

羹
飯
」（
小
豆
入
り
の
熱
い

飯
）
か
ら
「
ま
ん
か
ん
め
し
」
だ
そ

う
で
す
。
図
書
館
で
も
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
。　
　
　
　
　

（
電
話
で
の
ご
連
絡
）

　

▼

　

ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
月
号
の
「
ま
ん
か
ん
め
し
」
の
由

来
が
知
り
た
い
！
と
い
う
お
便
り
を
ご

覧
に
な
っ
た
方
か
ら
お
電
話
を
頂
き
ま

し
た
。【
わ
ら
び
】
さ
ん
、
い
か
が
で

し
た
か
？
方
言
の
由
来
を
調
べ
る
の
も

な
か
な
か
面
白
い
で
す
ね
。

お
釈
迦
ま
つ
り
前
夜
祭
に
つ
い
て

　

今
年
の
お
釈
迦
ま
つ
り
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
人
出
も
昨
年
よ
り
多
く
感
じ
ら

れ
、
盛
り
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
市

民
と
し
て
は
嬉
し
く
思
い
ま
す
が
、
前

夜
祭
が
残
念
で
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
が
と

て
も
貧
相
で
せ
っ
か
く
の
踊
り
が
映
え

な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た

観
客
に
は
椅
子
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
踊
り
手
の
方
に
は
控
え
る
所
が

な
く
観
客
の
前
に
立
ち
っ
ぱ
な
し
の
さ

ら
し
者
状
態
で
気
の
毒
で
し
た
。

（
ト
ン
子　

61
歳
女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
お
釈
迦
ま
つ
り
は
、前
夜
祭
・

本
祭
と
も
に
様
々
な
新
し
い
取
組
み
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
課
に
も
様
々
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ご
指
摘
の
舞
台
に
つ
い
て
も
初
の
試

み
で
し
た
の
で
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見

等
を
参
考
に
、
来
年
は
さ
ら
に
良
い
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー
の
活
躍　

　

４
月
は
「
し
ぶ
し
の
日
記
念
講
演
」

と
「
お
釈
迦
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
志

布
志
が
賑
わ
う
一
カ
月
と
な
り
ま
し

た
。
両
方
の
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
げ
て

く
れ
た
の
が
吉
本
住
み
ま
す
芸
人
の

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー
の
お
二
人
。

特
に
神
奈
川
県
出
身
の
湊
さ
ん
は
都
会

か
ら
慣
れ
な
い
地
方
で
の
生
活
に
相
当

な
苦
労
を
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
中
で
も
イ
ベ
ン
ト
で
の

明
る
い
『
ツ
ッ
コ
ミ
』
に
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー

の
お
二
人
に
ま
た
志
布
志
で
再
会
で
き

る
日
を
期
待
し
ま
す
。

（
く
ろ
ち
ん　

35
歳
男
）

　

お
釈
迦
ま
つ
り
、良
か
っ
た
で
す
ね
。

で
も
会
場
が
広
す
ぎ
て
忙
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー
の

お
二
人
も
と
て
も
良
か
っ
た
。
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
ま
た
次
の
お
釈

迦
ま
つ
り
に
も
呼
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

（
ひ
ら
ち
ゃ
ん　

64
歳
女
）

　

▼

　

く
ろ
ち
ん
さ
ん
、ひ
ら
ち
ゃ
ん
さ
ん
、

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー
の
お
二
人

の
お
か
げ
で
お
釈
迦
ま
つ
り
は
も
ち
ろ

ん
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
ね
。
ま
た
き
っ
と
志
布
志

の
た
め
に
一
肌
脱
い
で
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
で
す
ね
。

※�

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か
わ

ら
ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、一
言
で
も
結
構
で
す
の
で
、

ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り、お待ちしています
　市報しぶしを読んだ感想や今後取
り上げて欲しい特集、志布志市に対
するご意見等何でもお好きなことを
書いてください（一部修正して掲載
する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その
月のプレゼントの応募対象になりま
す。それ以降の分は次月の応募対象
となりますので、ご了承ください。

　いただいた「お便り」は「市民の
こえ」コーナーに掲載いたします（お
便りが多数の場合には担当にて選考
のうえ掲載します）。個別の回答は
いたしませんので、ご了承ください。
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市 の 人 口     4 月 30 日現在
 人　口	 33,589 人		  （+137）
 男　性	 15,871 人		  （+61）
 女　性	 17,718 人		  （+76）
 転　入	 297 人	 　転　出	 　158 人
 出　生	 26 人	 　死　亡	 　28 人
 世帯数	 15,873 戸		  （+97）

志 布 志 港 　平成 25 年４月分

　①入港隻数　57 隻（日本 0、外国 57）
　②輸出	 21 億 66 百万円
　③輸入	 128 億 26 百万円

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成25年３月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２９２，３０２，８９８円
２  月  末  国  保  加  入  者  数 １０，４５９人
1人 当 た り 医 療 費（ 医 療 費 総 額
を 加 入 者 数 で 除 し た も の で す ） ２７，９４７円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市 （ 国 保 ） 負 担 額 ２３，７６０円

個 人 負 担 額 ４，１８８円

　この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医療機関等で診療したも
のに対し、市（国保）が支払った医療費です。医療費総額の約 85.0％を市（国保）
が負担しています。

資料　鹿児島税関支署

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
で
は

ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2013.6 ■市報しぶし　26



2013.6 ■市報しぶし　2829　市報しぶし■ 2013.6

土砂災害に気をつけましょう！

建設課・耕地林務水産課からのおしらせです

６月１日から６月 30 日までの期間は「土砂災害防止月間」です
これから梅雨や台風の季節にはいります。大雨や地震などによる土石流やがけ崩れ等の土砂災害が発生
すると、多くの尊い人命が失われます。土砂災害から生命を守るため、日ごろから次の点に注意しましょう。

◆
雨
の
降
り
方
に
注
意

　

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た

時
、
県
と
気
象
台
は
共
同
で
土
砂
災
害
警

戒
情
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
雨

量
情
報
な
ど
に
注
意
し
て
自
主
的
な
避
難

を
心
が
け
、
避
難
勧
告
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
は
、
速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
録
的
な
豪
雨
が
降
っ
た
と
き
は
、
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
土

砂
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
雨
が
止
ん
だ
後
で
も
、
土

砂
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ

●�

土
石
流

　

�

山
鳴
り
、
立
ち
木
の
裂
け
る
音
、
石
の

ぶ
つ
か
り
あ
う
音
が
聞
こ
え
る
、
雨
が

降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水
位
が
下

が
る
な
ど
。

●�

地
す
べ
り

　

�

地
面
の
ひ
び
割
れ
、
沢
や
井
戸
の
水
が

濁
る
、斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す
な
ど
。

●�

が
け
崩
れ

　

�

が
け
か
ら
の
水
が
濁
る
、
が
け
に
亀
裂

が
入
る
、
異
様
な
音
が
す
る
な
ど
。

　

こ
れ
ら
が
一
般
的
な
土
砂
災
害
の
前
ぶ

れ
で
す
。
長
雨
が
続
い
て
い
る
時
、
身
の

回
り
の
こ
の
よ
う
な
現
象
に
気
づ
い
た

ら
、
自
主
避
難
の
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
●
建
設
課  

維
持
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
４
６
４
）

●
松
山
支
所 

産
業
建
設
課 

土
木
建
築
係	

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
２
５
３
）

●
志
布
志
支
所 

産
業
建
設
課 

土
木
係

　

℡
： 

４
７
２
‐
１
１
１
１
（
４
０
４
）

も
し
、
農
業
用
施
設
（
道
路
・
用
排

水
路
）
や
あ
な
た
の
農
地
が
豪
雨
等

で
災
害
（
被
害
）
を
受
け
た
ら

　

市
で
は
予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
で
被
害
を
受

け
た
農
地
に
対
し
て
、
国
の
補
助
で
災
害
復

旧
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

災
害
と
し
て
認
め
ら
れ
る
被
害
額
（
復

旧
額
）
は
40
万
円
以
上
で
す
。

●�

災
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
早
急
に
国
へ

被
害
の
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
報
告
が
遅
れ
る
と
復
旧
が
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

梅
雨
期
や
台
風
後
は
農
地
（
田
や
畑
）

の
点
検
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●�

被
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
各
自
治
会
に

配
布
し
て
い
る
「
災
害
復
旧
申
請
書
」

に
記
入
押
印
を
し
て
早
急
に
本
庁
耕
地

林
務
水
産
課
及
び
各
支
所
耕
地
林
務
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

農
地
小
災
害
に
つ
い
て
は
、
工
事
費
が

５
万
円
以
上
40
万
円
未
満
が
対
象
と
な

り
、
２
割
の
自
己
負
担
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※�

災
害
申
請
の
受
け
付
け
期
間
は
、
概

ね
災
害
発
生
後
１
週
間
が
目
安
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
耕
地
林
務
水
産
課　

℡ 

：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　

耕
地
係
（
４
１
５
）
林
務
水
産
係
（
４
２
３
）

●
松
山
支
所 

産
業
建
設
課 

耕
地
林
務
係	

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
２
４
２
）

●
志
布
志
支
所 

産
業
建
設
課 

耕
地
林
務
係	

　

℡
： 

４
７
２
‐
１
１
１
１
（
４
１
５
）

◎ 長雨や集中豪雨などにより，山や川の石や土砂が，
水と一体となって一気に下流へ流れる現象

◎長雨や集中豪雨などにより，斜面が急に崩れ落ちる
現象 

◎地下水などが粘土のようなすべりやすい地層にし
みこんで，その影響で地面が動き出す現象 

土石流 

がけ崩れ 

地すべり 

〈前兆現象〉 
・山鳴りがする。 
・雨が降り続いているのに川の水位が下がる。 
・川の水が急に濁ったり、流木が混ざり始める。 
・腐った土の臭いがする。 

〈前兆現象〉 
・がけから水が湧き出してくる。 
・がけに亀裂が入る。 
・がけから小石がパラパラ落ちてくる。 
・がけから木の根が切れる等の異様な音がする。 

〈前兆現象〉 
・沢や井戸の水が濁る。 
・地面にひび割れができる。 
・斜面から水が噴き出す。 
・家や擁壁に亀裂が入る。 
・家や擁壁、樹木や電柱が傾く。 

現象とそのまえぶれ（前兆現象） 土砂災害の形態 

 次のような現象を察知した場合は、直ちに周りの人と安全な 
場所に避難するとともに、関係機関に通報してください。 

情報管理課からのおしらせです

知っていますか？行政告知放送端末のこと！

１  

緊
急
放
送

　　

自
然
災
害
発
生
の
危
険
性
に
よ
る

避
難
勧
告
等
を
、
全
地
域
の
ご
家
庭

一
斉
に
最
大
音
量
で
放
送
し
ま
す
！

２  

行
政
放
送

　

行
政
か
ら
の
連
絡
や
情
報
を
放
送

し
ま
す
！

３  

自
治
会
放
送

　

自
治
会
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
連
絡

を
、
自
治
会
（
グ
ル
ー
プ
）
別
に
放

送
し
ま
す
！

４  

ラ
ジ
オ
放
送
の
受
信

　　

ケ
ー
ブ
ル
接
続
時
は
、
次
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
ラ
ジ
オ
を
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
す
！

【�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
１
放
送
、
Ｆ
Ｍ
志
布
志
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
２
放
送
、
エ
フ
エ
ム
鹿

児
島
（
ミ
ュ
ー
Ｆ
Ｍ
）、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
南

日
本
放
送
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｆ
Ｍ
放
送
】

※
停
電
時
も
安
心
！

　

停
電
時
も
通
常
と
変
わ
り
な
く
動

作
し
ま
す
。
な
お
、
行
政
告
知
端
末

に
乾
電
池
（
単
３
×
４
個
）
を
入
れ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

↑このような仕組みで、ご家庭に行政告知端末が設置されています。

地域に安全！

暮らしに安心！

こんなトラブルありませんか？

●放送が聞こえなくなったんだけど、壊れたのかな…？
こんな時は、以下の手順で
電源を入れ直してみましょう！

→

① ②

④

→ →

↓端末上部のフタを外す 単３乾電池を外す

③

コンセントを外し、電源ラン
プが消えていることを確認

10 秒ほど待ってから、上記の
③→②→①の順で元に戻し、行
政告知端末が作動しているか確
認してください。

その他、以下のような方や、行政告知端末に関することは、下記の問い

合わせ先までご連絡ください。

●転居等で、家屋を解体する方。

●�市に住民登録のある方（外国人の方を含む）で、行政告知端末を設置希望の方。

●樹木伐採等により光ケーブルを切断してしまった方。

※�家を建てる予定があり、行政告知端末を設置希望の方は建てる前にご相談く
ださい。

※�行政告知端末を長期間使用しない場合、電池の液漏れが機械の故障につなが
る恐れがあります。退去の際などは電池を抜き取るようお願いします。

■問い合わせ先：志布志市役所　情報管理課　地域情報係　℡：474-1111（322・323）
BTV ケーブルテレビ株式会社 志布志局【市の指定修繕委託業者】　℡：479-3600
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市民環境課からのおしらせです

　
「
住
基
ネ
ッ
ト
」
と
は
住
民
の
利
便
性

の
向
上
等
に
資
す
る
た
め
、
全
国
共
通
で

本
人
確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
「
住
基
カ
ー
ド
」
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、「
写
真
付
住
基

カ
ー
ド
」
は
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

も
使
え
ま
す
。

　
「
住
基
ネ
ッ
ト
」の
運
用
開
始
に
あ
た
っ

て
、
外
国
人
の
方
が
手
続
き
を
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
国
人
の
方
の
住
民
票

に
住
民
票
コ
ー
ド
（
住
基
ネ
ッ
ト
に
お
い

て
、
全
国
共
通
の
本
人
確
認
を
行
う
に
あ

た
っ
て
必
要
不
可
欠
な
、
無
作
為
の
11
桁

の
番
号
）
が
記
載
さ
れ
、
２
０
１
３
年
７

月
８
日
か
ら
、
そ
の
住
民
票
コ
ー
ド
が
市

か
ら
本
人
へ
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
「
住
基
カ
ー

ド
」
を
取
得
す

る
際
は
、
在
留

カ
ー
ド
等
の
証

明
書
な
ど
と
手

数
料
（
５
０
０

円
）
を
持
参
の

う
え
、
市
役
所

の
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

市
民
環
境
課　

市
民
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
１
２
）

外
国
人
住
民
の
方
に
つ
い
て

も
、
住
基
ネ
ッ
ト
・
住
基
カ
ー

ド
の
運
用
が
始
ま
り
ま
す

総務課からのおしらせです

平 成 2 4 年 度  情 報 公 開 及 び 個 人 情 報 保 護 制 度 運 用 状 況 に つ い て

　　平成 24 年度の情報公開及び個人情報保護制度の運用状況を志布志市情報公開条例及び志布志市

　個人情報保護条例に基づき次のとおり公表します。

開示請求

決　定　内　容
不服申立て

等全部開示 部分開示 取下げ 不開示 不存在

志布志市

市長部局
※１

８　件 ３　件 ４　件 ０　件 ０　件 １　件 ０　件

市長部局
以外 ※２

１　件 １　件 ０　件 ０　件 ０　件 ０　件 ０　件

内　容

※ 1　市長部局には、水道事業も含まれます。
※ 2　市長部局以外とは、議会、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会及び固定資産評価審査委員会をいいます。

１　情報公開：

２　個人情報保護：① 開 示 請 求

情報公開制度
　情報公開制度とは、市が保有する公文書を市民の皆

さんの請求に応じて公開する制度です。

　このことは、市政に対する市民の理解と信頼を深め、

市民参加による公正で開かれた市政の推進を図ること

を目的としています。

個人情報保護制度
　個人情報保護制度とは、個人情報の適正な取扱いを

確保し、誰もが市の保有する自己情報の開示、訂正及

び利用停止の請求ができる制度です。

　このことは、市政の適正で円滑な運営を図り、個人

の権利利益を保護することを目的としています。

■問い合わせ先： 総務課 文書法制係 　℡：474-1111（224）

開示請求

決　定　内　容
不服申立て

等全部開示 部分開示 取下げ 不開示 不存在

志布志市

市長部局
※１

１　件 ０　件 １　件 ０　件 ０　件 ０　件 ０　件

市長部局
以外 ※２

０　件 ０　件 ０　件 ０　件 ０　件 ０　件 ０　件

② 訂 正 請 求 等 ： 訂正請求、利用停止請求及び不服申立て等はいずれも０件でした。

保健課からのおしらせです

【 高 齢 者 元 気 度 ア ッ プ ・ ポ イ ン ト 事 業 】 の 参 加 者 募 集 中

65
歳
以
上
限
定
！
お
得
情
報
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
活
動
で
ポ
イ
ン
ト

を
た
め
、
保
養
券
や

商
品
券
等
に
交
換
で

き
る
っ
て
知
っ
て
い

ま
す
か
？

保
健
課
は
、
元
気
度

ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
、
健
康
づ
く
り
や

社
会
参
加
活
動
を
応

援
し
ま
す
。

◆
対
象
者
：

　

志
布
志
市
在
住
の　

歳
以
上
の
方

◆
事
業
の
流
れ
：

　

①
参
加
登
録
申
請

　

②
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
貰
う

　

③
活
動
に
参
加

　

④
ポ
イ
ン
ト
を
貰
う

　

⑤
保
養
券
等
に
交
換
手
続

◆
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
：

●
１
回
の
活
動
で
１
ポ
イ
ン
ト

　

１
日
の
上
限
も
１
ポ
イ
ン
ト

●
１
ポ
イ
ン
ト
は
１
０
０
円
に
換
算

●�

年
間
の
ポ
イ
ン
ト
上
限
は
50
ポ
イ
ン

ト
（
５
０
０
０
円
相
当
）

●�

２
ポ
イ
ン
ト
２
０
０
円
単
位
で
の
交

換
（
端
数
は
切
り
捨
て
）

●�

交
換
対
象
は　

保
養
所
利
用
券
、
ひ

ま
わ
り
券
、
地
域
特
産
品
商
品
券

◆
対
象
活
動
に
つ
い
て
：

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
の
活
動

●�

介
護
施
設
（
食
事
の
配
膳
、
下
膳
補

助
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
へ
の
参

加
支
援
・
話
し
相
手
・
清
掃
な
ど
）

●�

小
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
等
（
読

み
聞
か
せ
・
行
事
等
の
準
備
や
参
加
・

伝
統
芸
能
の
講
習
・
清
掃
活
動
・
美

化
活
動
）

●�

老
人
ク
ラ
ブ
で
の
清
掃
活
動
・
美
化

活
動

●�

市
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
交
通
安

全
教
室
（
市
ま
た
は
交
通
安
全
協
会

が
主
催
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
に
つ
い
て
：

　

介
護
施
設
と
保
育
園
・
幼
稚
園
等
で

活
動
さ
れ
た
い
方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
の
受
講
が
必
要
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
や
心
得
、
守
秘
義

務
等
の
知
識
を
習
得
し
、
活
動
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
研
修
は
年

に
数
回
、地
区
ご
と
に
開
催
予
定
で
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
機
関
：

●
介
護
施
設
一
覧

　
《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
》 

　

賀
寿
園
・
小
松
の
里
・
や
っ
ち
く

　
《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
》

　

�

愛
（
賀
寿
園
）・
南
の
家
族
・
松
風
の

里
・
ふ
れ
あ
い
の
丘
・
び
ろ
う
の
樹
・

昭
ち
ゃ
ん
の
家
・
松
山
あ
じ
さ
い

　
《
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
》

　

�

び
ろ
う
の
樹
・
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
・
み

ど
り
の
風

　
《
有
料
老
人
ホ
ー
ム
》

　

�

ひ
か
り
の
丘
・
一
茶
ん
家
・
び
ろ
う

の
樹
山
重

　
《
介
護
保
険
外
》

　

Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
ホ
ー
ム
・
稲
の
穂

●
志
布
志
市
内
の
全
小
学
校

　

�

志
布
志
６
校
、
有
明
７
校
、
松
山
３
校

●
保
育
園
・
幼
稚
園
等

　

�

有
明
保
育
園
・
安
楽
保
育
園

　

伊
﨑
田
保
育
園
・
さ
ゆ
り
保
育
園

　

城
南
保
育
園
・
た
ち
ば
な
保
育
園

　

　

通
山
保
育
園
・
ひ
ば
り
保
育
園

　

双
葉
保
育
園
・
蓬
原
保
育
園

　

志
布
志
幼
稚
園
・
山
重
幼
稚
園

　

に
こ
に
こ
は
う
す

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
保
健
課 

介
護
保
険
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
６
３
）

●
松
山
支
所 

市
民
課 

保
健
係

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
２
７
４
）

●
志
布
志
支
所 

福
祉
課 

保
健
係　

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
２
０
７
）

志
布
志
市

活 動 登 録 団 体
（ポイント付与できる団体）

例：�サロン、老人クラブ、
介護施設、小学校、保
育園等

6 5 歳 以 上 の
高 齢 者

→
①�ボランティアを実施

できる団体等の登録

→
②�登録申請

←
③ポイントカード送付

→
⑥ポイント交換申請

←
⑦保養券等の送付

↑④�健 康 づ く り・
社会参加活動↓⑤ポイント

　付与

65 実施期間

実施期間

内　容
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企画政策課からのおしらせです

農政課からのおしらせです

Ｆ
Ｍ
志
布
志

「
し
ぶ
し
志
こ
こ
ろ
ざ
しエ

フ
エ
ム
」

　

市
で
は
、
Ｆ
Ｍ
志
布
志
の
提

供
番
組
「
し
ぶ
し
志
Ｆ
Ｍ
」
で
、

市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
の
様
子
を

順
次
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
は
、
主

に
高
齢
の
方
や
、
普
段
外
出
の

機
会
が
少
な
い
方
を
対
象
に
、

気
軽
に
出
か
け
て
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
中
で
、

生
き
生
き
と
元
気
に
暮
ら
せ
る

き
っ
か
け
を

作
る
場
で

す
。
現
在
、

市
内
39
箇
所

で
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
が
開

催
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｍ
志
布
志
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と
呼
ば
れ
る
地
域
密

着
型
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
東
日
本
大
震
災

や
九
州
北
部
豪
雨
に
お
い
て
も

避
難
情
報
な
ど
の
提
供
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
市

と
Ｆ
Ｍ
志
布
志
は
災
害
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
緊
急
時
に
は
割

り
込
み
放
送
を
行
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
言
う
と
き
に
役
立
つ

情
報
源
と
し
て
、
ぜ
ひ
Ｆ
Ｍ
志

布
志
を
お
聴
き
下
さ
い
。

※�

毎

月

第

２
・
４
水

曜
日
の
午

後
１
時
と

午
後
６
時

か
ら
放
送

（
周
波
数
78
・
１
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
ま

た
は
行
政
告
知
端
末
５
チ
ャ

ン
ネ
ル
）。

　

併
せ
て
、
サ
ロ
ン
参
加
者
と

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
番
組
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
：

●�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
志
布
志
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送

　

℡
：
４
７
２
‐
１
４
４
０

■�

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
：

●
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

℡
：
４
７
２
‐
１
８
０
０

Ｆ
Ｍ
志
布
志
で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
模
様
を
放
送
し
て
い
ま
す

畑
か
ん
散
水
器
具
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す

曽
於
東
部
土
地
改
良
区

　

平
成
24
年
８
月
１
日
か
ら
、
散
水
器

具
を
有
料
に
て
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

貸
出
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
機
材
等

の
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
曽
於
東
部
土
地
改
良
区
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
借
入
の
際
は
、
給
水
開
始
申

請
・
散
水
器
具
借
入
申
請
が
必
要
で
す
。

　

貸
出
散
水
器
具
は
、次
の
通
り
で
す
。

●�

ロ
ー
ル
カ
ー
（
自
走
式
散
水
器
具
）

●�

移
動
式
レ
イ
ン
ガ
ン

●�

移
動
式
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

●�

噴
射
ホ
ー
ス

●�

右
記
に
伴
う
付
属
品
一
式

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

曽
於
東
部
土
地
改
良
区

　

℡
：
４
８
７
‐
２
９
８
６

曽
於
南
部
土
地
改
良
区

　

次
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
散
水
器
具

を
無
料
に
て
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
貸

出
散
水
器
具
に
つ
い
て
は
、
上
記
と
同

様
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所

農
政
課
畑
か
ん
推
進
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

散
水
器
具
設
置
申
込
を
し
て
い
る
方

で
、
散
水
器
具
納
品
待
ち
の
方
（
優

先
順
位
１
）

●��

給
水
開
始
さ
れ
て
い
る
方
で
、
散
水

器
具
を
使
っ
て
み
た
い
方

●��

現
在
水
利
用
は
し
て
い
な
い
が
、
散

水
器
具
で
の
水
利
用
を
体
験
し
て
み

た
い
方

※�

貸
出
用
散
水
器
具
は
、
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
た
い
方

は
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

農
政
課 

畑
か
ん
推
進
係　
　
　
　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
４
３
１
）

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
in
志
布
志
が
、

平
成
25
年
10
月
31
日 

午

前
９
時
か
ら
志
布
志
市

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

桂
竹
丸
・
国
生
さ
ゆ
り
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
先
着
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
！

環境政策室からのおしらせです

　

国
は
、
環
境
問

題
の
大
切
さ
を
国

民
全
体
で
再
確

認
し
て
い
く
た

め
、
７
月
７
日
を

「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・

デ
ー
」
と
定
め
、

施
設
や
事
業
所
、

家
庭
な
ど
で
一
斉

に
電
気
を
消
す
「
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
全
庁
的
に
節
電

に
取
り
組
み
、
ま
た
、
市
民
の
皆
様

に
節
電
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
毎

年
７
月
７
日
に
キ
ャ
ン
ド
ル
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

七
夕
の
夜
、
ろ
う
そ
く
の
明
か
り

と
音
楽
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

◆
開
催
日
：
７
月
７
日
（
日
）

◆
開
始
時
間
：
午
後
７
時
か
ら

◆�

場
所
：
志
布
志
鉄
道
記
念
公
園

■�

問
い
合
わ
せ
先
：

　

本
庁 

市
民
環
境
課 

環
境
政
策
室

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
１
３
３
・
１
３
４
）

　

最
近
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
は
、
夏
至
を
過
ぎ

る
と
化
粧
を
し
て
綺
麗
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
の
新
た
な
群

生
が
、
夏
井
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
夏
井
の
ハ
ン
ゲ

シ
ョ
ウ
群
生
地
で
観
賞
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
：
６
月
30
日
（
日
）

　
【
雨
天
決
行
】

◆
集
合
時
間
：
午
前
９
時

◆�

集
合
場
所
：
夏
井
ダ
グ
リ
岬
遊
園

地
駐
車
場
前
（
群
生
地
ま
で
徒
歩

約
５
分
）

◆
用
意
す
る
物
：
雨
靴
、
飲
料
水

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
し
ぶ
し
自
然
愛

好
会
事
務
局　

馬
場
興
市

　

℡
：
０
８
０
‐
１
７
６
４
‐
３
２
１
４

キ
ャ
ン
ド
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す

ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
の
観
賞
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ハンゲショウ

今夏における節電へのご協力のお願い

メール配信には、携帯電話メールアドレスの登録が必要です！

◆携帯電話版ホームページ　http://kyuden.jp/

◆パソコン版ホームページ http://www.kyuden.co.jp/

← 登録画面へ直接アクセス！
２次元コード読み取り機能を搭載
している携帯電話でご利用いただ
けます。

登録時の注意事項
※登録前に “kyuden.co.jp” ドメインからのメールが受信できるよう、携帯電話の「指定受信」や「受信拒否」「シークレットコー
　ド（docomo の場合）」の設定変更をお済ませください。
※本メール配信のご利用にあたり、登録料・情報料は発生しませんが、別途、携帯電話会社への通信料がかかります。
※パソコンおよび企業専用ドメインを使用されている携帯電話へのメール配信は行っておりません。

　

今
夏
の
需
給
見
通
し
は
、
原
子
力
の
再

稼
働
が
な
い
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
供
給
力
対

策
を
織
り
込
む
こ
と
で
、
安
定
供
給
に
必

要
な
予
備
力
を
何
と
か
確
保
で
き
る
見
通

し
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
電
力
需
要
の

急
増
や
発
電
所
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
リ
ス
ク

を
踏
ま
え
れ
ば
、
厳
し
い
需
給
状
況
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
昨
夏
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
節
電
を
目
安
に
、
お
客
さ
ま
の
生
活
・

健
康
や
生
産
・
経
済
活
動
に
支
障
が
な
い

範
囲
で
可
能
な
限
り
、
節
電
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆�

節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
期
間
及

び
時
間

●�

期
間
：
平
成
25
年
７
月
１
日
（
月
）
～

９
月
30
日
（
月
）
の
平
日
（
お
盆
期
間

８
月
13
日
～
８
月
15
日
を
除
く
）

●
時
間
：
９
時
～ 

20
時

『
緊
急
時
の
節
電
ご
協
力
お
願
い
メ
ー
ル
』

登
録
の
お
願
い

　

節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に
予
め

御
登
録
い
た
だ
き
、
電
力
の
需
給
状
況
が

大
変
厳
し
い
場
合
、
携
帯
電
話
に
「
緊
急

時
の
節
電
ご
協
力
お
願
い
メ
ー
ル
」
を
配

信
し
ま
す
。
是
非
ご
登
録
い
た
だ
き
、
今

夏
の
節
電
に
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
九
州
電
力 

鹿
屋
営

業
所 

計
画
グ
ル
ー
プ

　

℡
：
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
８
０
６
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必
要
な
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る

と
と
も
に
、
農
業
の
経
営
に
関
す

る
知
識
も
習
得
し
、
農
業
法
人
等

へ
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

◆�

応
募
資
格
：
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
等
で
、
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
か
ら
受
講

推
薦
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

訓
練
を
受
け
て
関
係
職
種
へ
就

職
を
希
望
さ
れ
る
方
。

◆�

訓
練
期
間
：
平
成
25
年
7
月
24

日
（
水
）
～
平
成
26
年
1
月
23

日
（
木
）
ま
で

　
（
午
前
9
時
～
午
後
3
時
30
分

　

土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
日
）

◆�

訓
練
施
設
：
た
か
ら
べ
森
の
学

校
（
旧
財
部
北
中
学
校
）

●�

住
所
：
曽
於
市
財
部
町
北
俣

５
４
１
０
‐
１

◆�

受
託
事
業
所
：

　

有
限
会
社
サ
イ
バ
ー
ウ
ェ
ー
ブ  

　

℡
：
０
９
８
６
‐
２
８
‐
６
１
２
０

※�

公
共
交
通
機
関
で
の
通
学
が
難

し
い
た
め
、自
動
車
も
し
く
は
、

原
付
バ
イ
ク
等
で
の
通
学
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

◆
定
員
：
15
名

◆
受
講
料
等
：
受
講
料
無
料

※�

た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
、
実
習

費
用
は
個
人
負
担
と
な
り
ま

す
。（
１
万
３
千
円
程
度
）

◆�

募
集
期
間
：
平
成
25
年
6
月
3

日
（
月
）
～
7
月
2
日
（
火
）

ま
で

◆
入
校
選
考
：

●
日
程
：
平
成
25
年
7
月
9
日（
火
）

●
時
間
：
午
前
9
時
か
ら

●�

内
容
：
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

●�

会
場
：
鹿
児
島
県
立
鹿
屋
高
等

技
術
専
門
校

◆�

申
込
方
法
：
管
轄
の
公
共
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の

窓
口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●�

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
４
‐
８
６
７
４

放
送
大
学　
　

月
生
募
集

　　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度

第
2
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学

は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で

大
学
を
卒
業
し
た
い
な
ど
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史

な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

◆
出
願
期
間
：
8
月
31
日
ま
で

※�

資
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
放
送
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
０
９
９
‐
２
３
９
‐
３
８
１
１

有
明
高
校
生
涯
学
習

県
民
大
学
講
座

◆
講
座
名
：

　
「
楽
し
い
！　

板
金
・
溶
接
」

◆�

実
施
期
間
・
内
容
：

●�

７
月
６
日
（
土
）
～

　

７
月
27
日
（
土
）【
全
４
回
】

●�

午
前
９
時
～
午
後
１
時

●
ち
り
と
り
・
鉢
の
せ
製
作

◆�

募
集
人
員
：
６
名
（
先
着
６
名

に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）

◆�

受
講
料
：
材
料
費　

千
円 

（
鋼

材
、
塗
料
な
ど
）

◆��

申
込
方
法
：
官
製
ハ
ガ
キ
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
「
生
涯
学
習
県

民
大
学
講
座
申
込
」と
記
入
し
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

お
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆�

申
込
締
切
：
６
月
28
日
（
金
）

■�

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

●
生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座

　

〒
８
９
９
‐
７
３
０
１　

　

�

曽
於
郡
大
崎
町
菱
田
１
４
４
１

番
地　

担
当
：
有
村

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
７
‐
０
５
４
７

鹿
児
島
県
政
出
前
セ
ミ
ナ
ー

申
込
み
受
付
中
！

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
様
か
ら
の

要
望
に
応
じ
て
、
県
政
の
課
題
や

重
点
施
策
な
ど
に
つ
い
て
県
職
員

が
直
接
お
伺
い
し
て
説
明
を
行
う

「
か
ご
し
ま
県
政
出
前
セ
ミ
ナ
ー
」

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
御
活
用
く
だ
さ
い
。

◆�

対
象
：
自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
お
お
む
ね
20
人

以
上
の
参
加
が
見
込
め
る
会
合

や
研
修
会
な
ど
【
県
庁
見
学

（
月
・
水
・
金
曜
日
）
に
併
せ

て
県
庁
で
も
実
施
で
き
ま
す
】

◆�

実
施
時
間
：
午
前
10
時
か
ら
午

後
９
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
）

◆�

申
込
方
法
：
開
催
希
望
日
の
１

お
知
ら
せ

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

　

調
べ
る
楽
し
さ
、
表
現
す
る
楽

し
さ
を
、
グ
ラ
フ
を
使
っ
た
作
品

づ
く
り
を
通
し
て
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
！

◆�

応
募
締
切
：
平
成
25
年
9
月
6

日
（
金
）
必
着

◆�

応
募
資
格
：
小
学
１
年
生
～
一
般

  

詳
し
い
内
容
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：　

　

鹿
児
島
県
統
計
協
会

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
４
７
３

　

h
ttp

:/
/
w
w
w
.p
r
e
f.

kagoshim
a.jp/tokei/oshirase/

concours/index.htm
l

（�

鹿
児
島
県
の
Ｈ
Ｐ
に
て
「
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
検
索
）

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校　

訓
練
生
募
集

　

障
が
い
者
の
方
々
に
就
職
に
役

立
つ
技
能
を
習
得
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
と
お
り
訓
練
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
事
務
科（
３
ヶ
月
コ
ー
ス
）

◆�

対
象
者
：
身
体
に
障
が
い
を
お

持
ち
で
就
職
や
復
職
を
目
指
す
方

◆
訓
練
場
所
：
鹿
屋
商
工
会
議
所

　

鹿
屋
市
新
川
町
６
０
０

◆�

訓
練
内
容
：
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
初
級
程
度
の
訓
練
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、ｅ
メ
ー
ル
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど

◆�

訓
練
期
間
：
８
月
20
日
（
火
）

～
10
月
30
日
（
水
）【
土
日
、

祝
祭
日
、
お
盆
は
休
み
で
す
。

総
合
実
務
科
（
３
ヶ
月
コ
ー
ス
）

◆�

対
象
者
：
精
神
に
障
が
い
を
お

持
ち
で
就
職
や
復
職
を
目
指
す
方

◆
訓
練
場
所
：
愛
・
あ
い
ネ
ッ
ト

　

鹿
屋
市
寿
３
‐
６
‐
６

　

サ
ン
ロ
ー
ド
寿
１
階

◆�

訓
練
内
容
：
農
業
や
畜
産
に
関

す
る
職
業
訓
練
と
実
習
、
雨
天

時
は
パ
ソ
コ
ン
基
礎
等

◆�

訓
練
期
間
：
８
月
20
日
（
火
）

～
10
月
30
日
（
水
）【
土
日
、

祝
祭
日
、
お
盆
は
休
み
で
す
】

※�

両
科
目
と
も
受
講
料
は
無
料
。

雇
用
保
険
の
継
続
受
給
や
訓
練

助
成
金
等
の
受
給
が
可
能
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
手
帳
を
お
持

ち
で
な
い
方
や
、
対
象
の
障
が

い
以
外
で
ご
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
募
集
期
間
：（
両
コ
ー
ス
と
も
）

　

６
月
13
日
（
木
）
～

　

７
月
９
日
（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●�

志
布
志
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

　

℡
：
４
７
１
‐
１
７
１
０

●�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の
や　
　
　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
４
１
３
５

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅　
　
　
　

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

●
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

℡
：
０
９
９
６
‐
４
４
‐
２
２
０
６

パ
ソ
コ
ン
実
務
講
習
の

受
講
者
募
集

　　

55
歳
以
上
の
、
雇
用
・
就
業
を

目
指
す
方
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
職

登
録
が
必
要
で
す
）
を
対
象
に
、

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
技
術
を

学
ぶ
技
能
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

　

受
講
料
と
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料

で
す
。

◆�

期
間
：
７
月
17
日
～
７
月
30
日

の
う
ち
10
日
間
講
習
（
土
日
を

除
く
）

◆�

会
場
：
公
益
社
団
法
人
志
布
志

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◆�

講
習
内
容
：
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）
の
基
本
操

作
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成
、
写

真
デ
ー
タ
編
集　

他

◆�

定
員
：
20
人
（
但
し
、
受
講
希

望
者
全
員
に
簡
単
な
適
性
検
査

有
り
）

◆
応
募
締
切
：
６
月
24
日
（
月
）

※�

応
募
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●�

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

℡
：
０
９
９
‐
２
０
６
‐
５
４
２
２

公
共
職
業
訓
練  

受
講
生

募
集
（
農
業
人
材
育
成
科
）

　

職
業
人
に
必
要
な
基
礎
能
力
を

は
じ
め
、
農
業
分
野
へ
の
就
業
に

募　

集

10

ＫＫＢふるさとＣＭビデオ制作募集
　ＫＫＢふるさとＣＭ大賞の出品ビデオを左記のとおり市民の皆様から広く募集します。
◆�内容：観光・物産・伝統工芸・人物・動物・自然等、志布志市の特徴やイメージを生かし、ふるさとを表現

した 30 秒ＣＭの企画及び制作（ただし、特定の団体・個人のＰＲに関するものは除きます）
◆応募資格団体：志布志市に住所を有する個人または団体
◆制作費：15 万円を上限に委託料として支払います
◆�応募方法、締切：平成 25 年６月 26 日（水）までに市役所港湾商工課に企画案（様

式任意）を提出してください。
◆その他：●��応募多数の場合は、企画審査を行い決定致します。
�　　　　　●�決定した場合は、平成 25 年８月末日までに制作してください。

■問い合わせ先：港湾商工課　観光物産係　℡：474-1111（283）



広
告

か
月
前
ま
で
に
郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
テ
ー
マ
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

　

�h
ttp

:/
/
w
w
w
.p
r
e
f.

kagoshim
a.jp/kohokocho/

sem
inar/index.htm

l

■
問
い
合
わ
せ
先
：
県
庁 

広
報
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
０
９
３

　

Fax
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
１
１
９

　

�

Ｅ
‐
メ
ー
ル
：kenm

in-koe@

pref.kagoshim
a.lg.jp

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
児
の

皆
様
を
対
象
に
、
戦
没
さ
れ
た
旧

戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
の

友
好
親
善
を
図
る
も
の
で
す
。

◆�

参
加
費
用
：
９
万
円
（
東
京
往

復
の
旅
費
等
は
自
己
負
担
）

◆�

実
施
地
域
：
旧
満
州
、
旧
ソ
連
、

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア

ナ
諸
島
、
中
国
、
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー

半
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ

オ
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ

ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
マ
ー
シ
ャ

ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
、
台
湾
、
バ
シ
ー

海
峡
、
ア
ッ
ツ
島

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

㈶
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

　

℡
：
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

■
申
込
み
先
：

　

㈶
鹿
児
島
県
遺
族
会

　

℡
：
０
９
９
‐
８
１
２
‐
８
２
９
２

交
通
事
故
で
お
悩
み
の
方
へ

　

交
通
事
故
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ

さ
い
（
相
談
は
す
べ
て
無
料
）。

◆�

相
談
日
時
：
県
の
休
日
を
除
く

月
曜
～
木
曜

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

◆�

相
談
内
容
：
示
談
の
進
め
方
、

生
活
相
談
、
自
動
車
賠
償
責
任

保
険
等
の
請
求
手
続
き
等

◆�

相
談
方
法
：
面
接
・
電
話
・
郵

便
等
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
交

通
事
故
相
談
所
鹿
屋
支
所
（
大

隅
地
域
振
興
局
内
）

 　

℡
：
０
９
９
４
‐
５
２
‐
２
０
８
９

裁
判
所
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
度
裁
判
所
職
員
採
用

一
般
試
験
（
高
卒
者
試
験
）
を
実

施
し
ま
す
。

◆�

申
込
受
付
期
間
：
７
月
16
日

（
火
）
～
７
月
25
日
（
木
）

　

郵
送
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

◆
第
１
次
試
験
日
：

　

９
月
15
日
（
日
）

※
採
用
試
験
の
内
容
が
変
わ
り

ま
し
た
の
で
、
詳
し
く
は
受
験

案
内
（
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttp://w
w
w
.courts.go.jp/

saiyo/index2.htm
l

に
掲
載
。

ま
た
最
寄
り
の
裁
判
所
で
配
布
）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■�
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
地
方

裁
判
所
事
務
局 

総
務
課 

人
事

第
一
係

　

℡
：
０
９
９
‐
８
０
８
‐
３
７
０
７

志
布
志
運
動
公
園
屋
内
温
水

プ
ー
ル
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

◆�

期
間
：
平
成
25
年
８
月
１
日
～

平
成
25
年
９
月
30
日

　

改
修
工
事
期
間
中
、
志
布
志
運

動
公
園
屋
内
温
水
プ
ー
ル
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
御
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１（
３
３
２
）

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

消
防
吏
員
採
用
試
験
案
内

◆
採
用
予
定
人
員
：
数
人

◆
日
時
：
平
成
25
年
９
月
22
日（
日
）

◆�

場
所
：
曽
於
消
防
署
（
筆
記
試

験
・
体
力
検
査
）

◆
受
験
資
格
：

①�

昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

②�

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学

校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

者
（
平
成
25
年
３
月
卒
業
見
込

者
を
含
む
）

※�

①
、
②
と
も
に
、
採
用
後
、
管
内

に
居
住
で
き
る
者
に
限
り
ま
す
。

◆
受
験
申
込
書
の
請
求
：

　

�

消
防
本
部
総
務
課
、各
消
防
署
、

分
署
、
各
分
駐
所
、
志
布
志
市

役
所
総
務
課

◆
受
付
期
間
：

　

平
成
25
年
７
月
17
日
（
水
）
～

　

平
成
25
年
８
月
16
日
（
金
）

　

�【
当
日
消
印
有
効
。
受
付
時
間

は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
と
し
、
土
、
日
、
祝
日

は
除
く
】

※�

応
募
方
法
等
詳
し
く
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

　

消
防
本
部　

総
務
課

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
５
６
９

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
＆

２
０
０
０
万
サ
マ
ー

　
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

と
「
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
」
が
全

国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
発
売
さ
れ

ま
す
。
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ

せ
て
５
億
円
！

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。

◆�

発
売
期
間
：
平
成
25
年
７
月
10

日
（
水
）　

～
８
月
２
日
（
金
）

◆
抽
選
日
：
平
成
25
年
８
月
13
日（
火
）

※�

昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
（
第
６
２
４
回
全
国
自
治
宝

く
じ
）
及
び
２
０
０
０
万
サ

マ
ー
（
第
６
２
５
回
全
国
自
治

宝
く
じ
）
の
時
効
（
平
成
25
年

８
月
12
日
（
月
））
が
迫
っ
て

い
ま
す
の
で
お
忘
れ
な
く
。

国
家
公
務
員
採
用
試
験　

　

人
事
院
で
は
、
左
記
の
国
家
公

務
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◆
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）：

①�

平
成
25
年
4
月
1
日
に
お
い
て

高
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
2
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

及
び
平
成
26
年
3
月
ま
で
に
高

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者
。

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者
。

◆
一
般
職
試
験
（
社
会
人
試
験
）：

①�

昭
和
48
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
（
高
卒
者
試
験
の
①

に
既
定
す
る
期
間
が
経
過
し
た

者
に
限
る
）。

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者
。

◆
税
務
職
員
採
用
試
験
：

①�

平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

及
び
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
高

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者
。

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準

広
告
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市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。

●京ノ峯団地  591 号　　４ＤＫ　特賃住宅

　　世帯向け一戸建　　家賃　35,000 円（所得制限あり）

●松山団地  277 号　　４ＤＫ　特賃住宅

　　世帯向け一戸建　　家賃　37,000 円（所得制限あり）

※�入居条件や申込期限等については、下記までお問い合わ

せください。

■問い合わせ・申し込み先：

松山支所産業建設課管理係　℡：487-2111（253）
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編
集
後
記

　

６
月
は
環
境
月
間
と
い
う
こ
と
か
ら
、
特
集
で
志

布
志
市
の
ご
み
処
理
事
情
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み

ま
し
た
。
▼
実
際
に
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
や

最
終
処
分
場
を
取
材
し
て
、
あ
ら
た
め
て
ご
み
の
分

別
収
集
の
重
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
▼
特

に
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
分
別
さ
れ
た
中
に

も
間
違
い
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
を
改
め
て
手
作
業
で

仕
分
け
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
、

し
っ
か
り
分
別
を
理
解
し
な
く
て
は
。
と
気
持
ち
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
▼
ま
た
最
終
処
分
場
の

悪
臭
の
な
い
環
境
に
も
驚
き
ま
し
た
。
分
別
収
集
を

し
な
け
れ
ば
も
う
と
っ
く
に
一
杯
に
な
っ
て
い
た
ん

だ
と
思
う
と
「
志
布
志
市
民
の
取
り
組
み
っ
て
や
っ

ぱ
り
凄
い
よ
な
」
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
▼
担
当

課
や
い
ろ
ん
な
方
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
月
の
特

集
、
我
な
が
ら
超
い
い
出
来
で
す
（
笑
）。（
國
重
）

■松山地区　
６月	 半下石建設	 　 ℡ 487-8706
７月	 イケダ	 　 ℡ 487-8771
■志布志地区
６月11 日～６月17 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
６月18 日～６月24 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
６月25 日～７月１日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
７月２日～７月８日	 山本組	 ℡ 472-1101
７月９日～７月15 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
７月16 日～７月22 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
■有明地区
６月９日～６月 15 日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
６月 16 日～６月 22 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
６月 23 日～６月 29 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
６月 30 日～７月６日	 西江建設	 ℡ 474-2113
７月７日～７月 13 日	 山中水道	 ℡ 474-1440
７月 14 日～７月 20 日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
■�基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされない
と基本料金が発生します。水道使用の予定がない場合は、
中止の手続きをお勧めします。なお、中止されていた水道
を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

水道修繕当番店✚６月・７月の日曜・祝日当番医 ✚

※夜間に病気やケガで困ったときは「曽於郡医師会夜
間急病センター（曽於郡医師会立病院内 )」までお問い
合わせください。（℡ 482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療
機関は、電話でのテープ案内（℡ 0986-23-
5555）を行っていますのでご活用ください。

７月

６月

６ 月 ・ ７ 月 の 行 事 予 定

 ● げんき市（昭和通付近）
　　 毎週金・土曜日（９時～ 15 時）

 ● 戌の市（宝満寺公園）
　　 ６月 13 日、６月 25 日、７月７日、７月 19 日

 ● そば処ちんたら庵（国道２６９号線沿）
　　 火曜日（そば）・日曜日（野菜等販売）

広
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ず
る
と
認
め
る
者
。

◆
第
１
次
試
験
：

　

平
成
25
年
９
月
８
日
（
日
）

　

�【
九
州
地
区
で
は
高
卒
者
試
験
・

税
務
職
員
試
験
は
、
８
試
験
地

で
実
施
。
社
会
人
試
験
は
、
４

試
験
地
で
実
施
】

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

℡
：
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

　

HP
：http://w

w
w
.jinji.go.jp/

帖
五
区
農
産
加
工
研
修

セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
つ
い
て

　　

加
工
セ
ン
タ
ー
で
は
味
噌
、
め

ん
つ
ゆ
等
、
自
家
用
と
し
て
加
工

品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
３

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
利
用
可
能

で
す
。
材
料
は
各
自
持
参
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法
：

●�

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

※�

利
用
を
取
り
や
め
る
時
は
、
速

や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
時
間
：

●�

原
則
1
時
間
単
位
と
な
り
ま
す

（
準
備
・
後
片
付
け
の
時
間
を

含
み
ま
す
）。

　

午
前
：
９
時
か
ら
12
時

　

午
後
：
１
時
か
ら
５
時

◆
利
用
者
負
担
金
：

●�

加
工
設
備
（
み
そ
又
は
ジ
ュ
ー

ス
を
製
造
す
る
場
合
）

　

１
時
間
に
つ
き
４
２
０
円

●�

加
工
設
備
（
そ
の
他
の
食
品
を

製
造
す
る
場
合
）

　

１
時
間
に
つ
き
２
１
０
円

◆
休
館
日
：

●�

日
曜
日
及
び
土
曜
日

●�
国
民
の
祝
日

●�
12
月
29
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３

日
ま
で
の
間

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
帖
五
区
農
産
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
４
７
２
‐
５
６
５
０

●
市
役
所 

志
布
志
支
所　

　

産
業
建
設
課　

農
政
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１（
４
１
８
）

ふ
れ
あ
い
農
園
で
家
庭
菜
園

づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
志
布
志
地
区
に
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
へ
の
入
園
希

望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
と
は
、
市

民
の
方
が
利
用
で
き
る
貸
し
農
園

で
す
。
小
さ
な
区
画
の
農
地
を
利

用
し
て
自
家
用
の
野
菜
や
花
な
ど

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
役
所 

志
布
志
支
所　

　

産
業
建
設
課　

農
政
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１（
４
１
１
）

弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

市
弓
道
連
盟
で
は
、
健
康
と
精

神
力
の
鍛
錬
を
目
的
に
弓
道
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
小
学
5
年
生
か

ら
高
齢
者
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
運
動
着
と
手
拭
１
本

を
持
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

◆�

開
講
期
間
：
7
月
26
日
～
10
月

30
日 

19
時
～
21
時（
火
・
金
曜
日
）

◆
開
講
場
所
：

●
志
布
志
弓
道
場
・
有
明
弓
道
場

（
近
い
弓
道
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

　

参
加
料
及
び
申
込
手
続
き
等
不

要
。
開
講
日
に
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※�

用
具
は
弓
道
場
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
弓
道
連
盟  

藤
崎
英
人

　

℡
：
４
７
２
‐
４
０
０
９

　

有
明
弓
道
連
盟　

安
野
孝
千
代

　

℡
：
４
７
５
‐
２
５
０
７

　

有
明
弓
道
連
盟　

松
元
重
雄

　

℡
：
４
７
４
‐
０
６
６
６

広
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７日 手塚クリニック （内科・外科） ℡ 472-5565

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

14 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

15 日 陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

21 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

松下医院 （内科・外科） ℡ 472-1124

16 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

23 日 みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

30 日 大山病院 （内科） ℡ 472-1400

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387
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6/12 水
　消費生活巡回相談（10：00～15：00 健康ふれあいプラザ）

特定健診・がん検診（7：30～9：00受付 有明改善センター）※1

母子手帳交付（9：30～12：00 松山支所市民課窓口）

13 木 特定健診・がん検診（7：30～9：00受付 有明改善センター）※1

１歳６ケ月児健康診査／麻疹風疹Ⅰ期予防接種（13：00～13：30受付 健康ふれあいプラザ）
14 金 特定健診・がん検診（7：30～9：00受付 有明改善センター）※1

15 土 特定健診・がん検診（7：30～9：00受付 健康ふれあいプラザ）※1

16 日 特定健診・がん検診（7：30～9：00受付 健康ふれあいプラザ）※1

17 月
　子育て講座（10：00～12：00 子育て支援センター）

特定健診・がん検診（7：30～9：00受付 健康ふれあいプラザ）※1

日本脳炎１期予防接種（13：30～14：00受付 健康ふれあいプラザ）　

18 火

　消費生活巡回相談（10：00～15：00 老人福祉センター松山）
　法律相談（13：00～15：00 志布志支所5F会議室）※2

　心配ごと相談（10：00～15：00 老人福祉センター松山）
特定健診・がん検診（7：30～9：00受付 やっちくふれあいセンター）※1

１歳児歯科相談（9：30～10：00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10：30～12：00 健康ふれあいプラザ）

19 水 　心配ごと相談（10：00～15：00 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13：30～16：30 本庁保健課窓口）

20 木 　つどいの広場（10：00～12：00 安楽公民館）
　心配ごと相談（10：00～15：00 市民センター有明）

21 金
22 土
23 日
24 月
25 火

26 水
　心配ごと相談（10：00～15：00 健康ふれあいプラザ）

３歳児健康診査（13：00～13：30受付 健康ふれあいプラザ） 
母子手帳交付（9：30～12：00 松山支所市民課窓口）

27 木 １歳児歯科相談（9：30～10：00受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10：30～12：00 宇都鼻研修センター）

28 金 ５歳児歯科検診（13：00～13：30受付 健康ふれあいプラザ）
29 土
30 日
7/1 月

2 火 　法律相談（13：00～15：00 本庁3F会議室）※3

　心配ごと相談（10：00～15：00 老人福祉センター松山）

3 水
　心配ごと相談（10：00～15：00 健康ふれあいプラザ）
　マタニティコンサート（10：00～12：00 島津楽器キュレオホール）

母子手帳交付（13：30～16：30 本庁保健課窓口）

4 木 　特設人権相談（10：00～15：00 志布志支所5F会議室）
両親学級（9：20～9：30受付 健康ふれあいプラザ）

5 金
　心配ごと相談（10：00～15：00 市民センター有明）

育児学級（9：30～10：00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談(10：30～12：00 健康ふれあいプラザ）

6 土
7 日
8 月
9 火 　子育て講座（10：00～12：00 子育て支援センター）

10 水
　心配ごと相談（10：00～15：00 健康ふれあいプラザ）
　消費生活巡回相談（10：00～15：00 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（9：30～12：00 松山支所市民課窓口）
11 木 乳児健康診査（13：00～13：30受付 健康ふれあいプラザ）

12 金 育児学級(9：30～10：00受付 やっちくふれあいセンター)
育児相談(10：30～12：00 やっちくふれあいセンター）

13 土
14 日
15 月 　海の日

※	 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１	 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※２	 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡ 472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※３	 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課文書法制係　℡ 474-1111（内線 224）までご連絡ください。
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